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七
月
十
四
日（
土
）、
聖
徳
大

学
看
護
学
部
三
年
生
を
対
象
と

し
た「
第
三
回
ナ
ー
ス・ス
チ
ュ
ー

デ
ン
ト
認
証
式
～
看
護
師
に
な

る
た
め
の
決
意
式
～
」を
聖
徳

大
学
川
並
香
順
記
念
講
堂
で
行

い
ま
し
た
。
実
習
先
の
病
院
関

係
者
、
保
護
者
、
在
学
生
、
後

援
会
、
香
和
会
、
本
学
関
係
者

等
、
多
く
の
方
々
が
式
を
見
守

り
ま
し
た
。

　

こ
の
式
典
の
目
的
は
、
秋
か

ら
の
本
格
的
な
臨
地
実
習
の
開

始
に
向
け
て「
人
の
命
に
真
摯

に
向
き
合
い
、
看
護
学
生
と
し

て
最
善
の
ケ
ア
を
提
供
し
な
が

ら
臨
地
で
実
習
す
る
と
い
う
決

意
を
表
明
す
る
こ
と
」、
そ
し

て「
医
療
に
携
わ
る
人
間
と
し

て
責
任
感
や
使
命
感
を
自
覚
し
、

看
護
の
心
を
引
き
継
い
で
い
く

こ
と
」に
あ
り
ま
す
。

　

式
典
で
は
、
五
十
二
名
一
人

ひ
と
り
が
呼
名
さ
れ
、
壇
上
で

水
戸
美
津
子
学
長
補
佐（
看
護

教
育
担
当
）兼
看
護
学
部
長
よ

り
認
証
バ
ッ
ジ
を
授
与
さ
れ
ま

し
た
。そ
し
て
厳
か
な
空
気
の
中
、

キ
ャ
ン
ド
ル・

サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
た
後
、

学
生
が「
誓

い
の
言
葉
」

を
述
べ
ま
し

た
。

　

こ
の「
誓

い
の
言
葉
」

は
先
輩
か
ら

引
き
継
ぎ
つ

つ
も
、
三
期

生
独
自
の
決

意
が
込
め
ら

れ
た
新
た
な

も
の
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
学

生
は
こ
の
ナ
ー
ス
・
ス
チ
ュ
ー

デ
ン
ト
認
証
式
に
至
る
ま
で
に
、

看
護
技
術
チ
ェ
ッ
ク
テ
ス
ト
を

は
じ
め
、
多
く
の
努
力
と
緊
張

感
と
を
要
す
る
課
題
を
乗
り
越

え
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
式
典
で
は
、
川
並
弘
純

学
長
、
来
賓
代
表
の
新
東
京
病

院 

中
村
勝
太
郎
副
院
長
よ
り

激
励
と
祝
福
の
言
葉
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

第
三
回

～
看
護
師
に
な
る
た
め
の
決
意
式
～

ナ
ー
ス・ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
認
証
式

　今年度のテーマには、「花に例えられた学生一人ひとり
が新しいことにチャレンジし、活発的に躍動し、自分自身
の成長を感じられる聖徳祭になるように」という願い
が込められています。
　聖徳祭当日は、ハワイアンダンス・ミュージカルなど
野外ステージでの華やかな発表や、ランチ・ケ－キの販売、

「千産千商」等、学生たちによる日頃の学びを生かした
企画を実施します。ご家族揃ってぜひお越しください！

今年度の聖徳祭ポスター
（児童学科4年 髙橋 結さんの作品）

第54回 聖徳祭
聖徳大学・聖徳大学短期大学部

地元のおいしいもの直売会
「千産千商」 （産学連携）

11月17日（土）・18日（日）10 :00〜15 :30
テーマ 『咲き誇れ！千紫万紅の花々よ』

大学・短大部 第54回 聖徳祭 ステージ発表 〔川並香順記念講堂〕11／17（土）

11／3（土・祝） 10／21（日）10／28（日）

■ 三田幼稚園 ■ 多摩中央幼稚園■ 八王子中央幼稚園

■ 附属小学校■ 取手聖徳女子中高

■ 附属幼稚園・附属第二幼稚園・附属成田幼稚園・附属浦安幼稚園

■ 幼児教育専門学校

10：00〜12：30

10：00〜14：30 10：00〜14：0010：00〜14：00

聖徳
にこにこ

まつり

聖徳
にこにこ

まつり

聖徳
にこにこ

まつり

学
園
祭 

開
催
案
内

第33回
聖徳祭

第36回
聖徳祭

文化祭 10／21（日）10／8（月・祝）11／3（土・祝）
8：10〜15：009：00〜15：0010：00〜14：30

聖徳大学・聖徳大学短期大学部の卒業生のための交流イベント
「ハッピーホームカミング」を同時開催します（※聖徳祭１日目のみ）

11月17日（土）　14：00 〜 （15：30 終了予定） クリスタルホール3階アミティエ

　

七
月
二
十
一
日（
土
）に
、
夏

の
恒
例
行
事「
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｕ

夏
期
保
育
大
学
」を
開
催
し
ま

し
た
。
今
年
は
、「
と
も
に
拓
く

保
育
の
新
時
代
」を
総
合
テ
ー

マ
に
掲
げ
、
保
育
士
や
幼
稚
園

教
諭
を
中
心
に
五
百
十
七
名
の

方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
聖
徳
大
学
川
並
香

順
記
念
講
堂
を
会
場
と
し
、オ
ー

プ
ニ
ン
グ
演
奏
の
後
、
川
並
弘

純
学
長
、
平
野
昇
松
戸
市
生
涯

学
習
部
長
の
挨
拶
、
続
い
て
全

体
会
に
移
り
ま
し
た
。

　

全
体
会
は
、シ
ン
ガ
ー
ソ
ン

グ
ラ
イ
タ
ー
・
絵
本
作
家
・
児
童

文
学
作
家
で
あ
る
新
沢
と
し
ひ

こ
氏
に
、「〝
う
た
〟に
こ
め
た
保

育
へ
の
想
い
」と
題
し
て
ご
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
幼
稚
園

や
保
育
所
で
よ
く
歌
わ
れ
て
い

る〝
う
た
〟を
、
遊
び
な
ど
を
織

り
交
ぜ
な
が
ら
演
奏
し
つ
つ
、

曲
づ
く
り
へ
の
想
い
、
子
ど
も

た
ち
が
歌
う
こ
と
へ
の
想
い
を
、

そ
れ
ぞ
れ
の
保
育
場
面
で
ど

の
よ
う
な
言
葉
を
選
び
子
ど

も
た
ち
に
伝
え
る
の
か
、〝
う
た
〟

を
生
か
す
ヒ
ン
ト
、
す
な
わ
ち

〝
う
た
の
力
〟に
つ
い
て
お
話
し

い
た
だ
き
、
大
変
楽
し
い
内
容

と
な
り
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
新
幼
稚
園
教
育
要

領
・
新
保
育
所
保
育
指
針
～
ポ

イ
ン
ト
を
活
か
す
実
践
を
テ
ー

マ
と
し
た
二
つ
の
分
科
会
、
教

育
・
保
育
に
お
い
て
育
み
た
い

資
質
・
ち
か
ら
を
テ
ー
マ
と
し

た
四
つ
の
分
科
会
、
保
育
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
を
テ
ー
マ
と
し
た

六
つ
の
分
科
会
、
計
十
二
の
分

科
会
に
分
か
れ
て
各
視
点
か
ら

学
ん
で
い
ま
し
た
。
講
義
や
体

験
を
通
し
、
交
流
を
深
め
な
が

ら
充
実
し
た
ひ
と
と
き
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

第
五
十
一
回

Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
夏
期
保
育
大
学

を
開
催

全体会の1コマ。 手前が講師の新沢としひこ氏

水戸美津子看護学部長（右）からキャンドルを受け取る学生

　千葉興業銀行とのコラボレーション企画「千産
千商」では、聖徳大学短期大学部総合文化学科の
学生が企画・開発した商品を販売します。
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八
月
二
十
五
日（
土
）、聖
徳

大
学
短
期
大
学
部
総
合
文
化
学

科
同
窓
会「
第
十
一
回　
ビ
ソ
シ

エ
・
ウ
ー
マ
ン
の
会
」を
、本
学

十
号
館
十
四
階
の
ス
カ
イ
ラ

ウ
ン
ジ
・
ロ
ー
カ
ス
で
行
い
ま

し
た
。

　

蓑
輪
裕
子
学
科
長
が
新
学
科

長
就
任
の
報
告
と
、卒
業
生
へ

の
感
謝
の
思
い
を
話
し
、開
式

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、お

い
し
い
料
理
や
デ
ザ
ー
ト
を
頂

き
な
が
ら
、久
し
ぶ
り
に
会
う

卒
業
生
と
の
歓
談
を
楽
し
み
ま

し
た
。
か
わ
い
い
お
子
さ
ん
と

参
加
し
た
卒
業
生
も
お
り
、終

始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
年
三
月
に
新
社
会
人
と

な
っ
た「
ビ
ソ
シ
エ
・
ウ
ー
マ

ン
」は「
教
習
所
の
受
付
業
務

を
覚
え
る
の
は
大
変
だ
が
、少

し
で
も
早
く
身
に
付
け
て
、職

場
で
役
に
立
て
る
人
材
に
な
り

た
い
」と
前
向
き
に
頑
張
っ
て

い
る
近
況
を
話
し
ま
し
た
。

　

大
抽
選
大
会
も
行
い
、当
選

者
に
は
す
て
き
な
景
品
が
贈
呈

さ
れ
、会
は
大
変
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
卒
業
生
の
元
気
な
姿

を
見
て
、教
員
も
大
い
に
活
力

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ビ
ソ
シ
エ（B

IS
O

C
IE

）

と
は
、「Becom

e indepen-
dent in society

（
社
会
的

自
立
）」の
略
称
。

　
自
立
性
の
育
成
を
掲
げ
る

同
学
科
を
象
徴
す
る
言
葉
で

あ
り
、
同
学
科
の
卒
業
生
を

「
ビ
ソ
シ
エ
・
ウ
ー
マ
ン
」
と

呼
ん
で
い
ま
す
。

　

八
月
十
一
日（
土
）、音
楽
学

部
で
は「
音
楽
学
部
の
日
」と
銘

打
ち
、さ
ま
ざ
ま
な
講
座
や
体

験
レ
ッ
ス
ン
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
中
で『
歌
と
生
き
る
』と
い

う
テ
ー
マ
で
行
っ
た
佐
藤
し
の

ぶ
客
員
教
授
と
森
島
英
子
教
授

の
講
座
に
は
、国
内
外
で
活
躍

す
る
オ
ペ
ラ
歌
手
と
ピ
ア
ニ
ス

ト
と
い
う
演
奏
家
二
人
の
指
導

を
身
近
に
聴
講
で
き
る
と
あ
っ

て
、多
く
の
高
校
生
と
一
般
の

お
客
さ
ま
が
、本
学
の
香
順
メ

デ
ィ
ア
ホ
ー
ル
に
来
場
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
は
大
学
院
生
や
大
学
院

修
了
者
が
オ
ペ
ラ
の
一
場
面
を

演
じ
ま
し
た
が
、本
学
の
附
属

高
校
二
校
か
ら
も
生
徒
が
参
加

し
て
、オ
ペ
ラ
・
ア
リ
ア
の
レ
ッ

ス
ン
を
受
け
ま
し
た
。

　

佐
藤
教
授
は
、オ
ペ
ラ
を
歌

い
演
じ
る
た
め
の
心
構
え
や
、

ド
ラ
マ
を
読
み
込
ん
で
登
場
人

物
を
自
分
の
物
に
す
る
こ
と
な

ど
を
分
か
り
や
す
く
指
導
し
ま

し
た
。
森
島
教
授
は
、楽
譜
か

ら
何
を
見
出
し
、ド
ラ
マ
と
結

び
つ
け
る
か
を
解
説
し
ま
し
た
。

二
人
の
教
授
に
よ
る
ぴ
た
り
と

息
が
合
っ
た
指
導

に
、受
講
生
た
ち
は

み
る
み
る
輝
い
た

表
情
で
歌
い
演
じ

る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、二

重
唱
の
場
面
で
は
、

音
楽
学
部
の
小
原

啓
楼
兼
任
講
師
が

助
演
と
し
て
演
奏

に
加
わ
り
ま
し
た
。

　

受
講
生
た
ち
の

ま
す
ま
す
の
成
長
が

期
待
さ
れ
る
公
開
講

座
と
な
り
ま
し
た
。

佐
藤
し
の
ぶ
客
員
教
授
と

森
島
英
子
教
授
に
よ
る

『

歌
と
生
き
る
』

平
成
三
十
年
度
全
国
栄
養
改
善
大
会
に
お
け
る

栄
養
士
養
成
功
労
者
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

日
本
読
書
学
会
「
読
書
科
学
研
究
奨
励
賞
」

　

多
年
に
わ
た
る
栄
養
士
の
養

成
へ
の
貢
献
に
よ
り
、七
月
二
十 

八
日（
土
）、
平
成
三
十
年
度
全

国
栄
養
改
善
大
会
に
お
い
て
厚

生
労
働
大
臣
表
彰（
栄
養
士
養

成
功
労
者
）を
受
け
ま
し
た
。

　

日
本
読
書
学
会
機
関
誌「
読

書
科
学
」に
発
表
し
た
論
文「
ベ

テ
ラ
ン
保
育
士
の
絵
本
選
定
：

絵
本
に
対
す
る
価
値
観
と
出
版

社
へ
の
イ
メ
ー
ジ
に
着
目
し

て
」に
よ
り
、
七
月
二
十
九
日

（
日
）、
読
書
科
学
研
究
奨
励
賞

を
受
け
ま
し
た
。

　読売新聞社主催の第35回読売書法展が、8月23日（木）～ 9月2日（日）の日程
で国立新美術館（六本木）・東京都美術館（上野）の2会場で開催されました。
　聖徳大学からは、以下の在学生・卒業生が入賞・入選を果たしました。

　日本書芸院主催の第23回全日本高校・大学生書道展が 8月21日（火）～26日
（日）の会期で大阪市立美術館にて開催されました。全国から10,390点の応募
があり、上位310点に授賞される書道展賞・642点に授賞される優秀賞に、聖徳
大学文学部文学科書道文化コースの学生3名が入賞しました。

公募の部

▶ 秀逸
高橋　美有さん （漢字）
平成29年度
文学部文学科書道文化コース卒業

▶ 特選　 菊地　由起さん （漢字）平成27年度
人文学部日本文化学科書道文化コース卒業

▶ 全日本高校・大学生書道展賞 長野　栞さん （2年）
▶ 優　秀　賞 林　久予さん （4年）
 佐藤　未悠さん （2年）

聖徳大学
文学部文学科

片山 ふみ准教授

聖徳大学
人間栄養学部人間栄養学科

佐々木 弘子教授

聖徳大学短期大学部
総合文化学科

野口 康人准教授

▶ 入選
林　久予さん （漢字）
文学部文学科書道文化コース4年

長野　栞さん （漢字）
同2年

中山　祐美さん （漢字）
同1年

佐藤　未悠さん （漢字）
同2年

今村　真衣さん （漢字）
同1年

増川　雪子さん （かな）
平成29年度
文学部文学科書道文化コース卒業

長野 栞さんの作品

第35回  読 売 書 法 展

第23回  全日本高校・大学生書道展

　

七
月
二
十
二
日（
日
）、
聖
徳

大
学
ク
リ
ス
タ
ル
ホ
ー
ル
三
階

「
ア
ミ
テ
ィ
エ
」に
香
和
会（
大

学
・
短
大
の
同
窓
会
）会
員
を
は

じ
め
、
学
園
教
職
員
、
会
員
の

ご
家
族
な
ど
、
計
百
四
十
四
名

の
参
加
者
が
集
い
、「
学
園
創
立

八
十
五
周
年
・
創
立
者
川
並
香

順
先
生
生
誕
百
二
十
周
年
記
念　

第
五
十
一
回
聖
徳
大
学
香
和
会

総
会
・
懇
親
会
」を
開
催
し
ま

し
た
。

　

第
一
部
の
総
会
で
は
、
は
じ

め
に
顧
問
代
表
挨
拶
と
し
て
川

並
知
子
名
誉
学
園
長

か
ら
、
昭
和
四
十
年
に

開
学
し
た
短
大
の
卒

業
生
に
よ
る
同
窓
会

組
織「
香
和
会
」
を
発

足
し
た
際
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

名
誉
会
長
で
あ
る
川

並
弘
純
学
長
・
学
園
長

か
ら
は
、
現
在
進
め
て

い
る
大
学
改
革
や
在

学
生
の
活
躍
な
ど
が

語
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
平
成
二
十 

九
年
度
の
事
業
報
告

な
ら
び
に
決
算
、
平
成

三
十
年
度
の
事
業
計

画
案
と
予
算
案
が
審

議
・
承
認
さ
れ
た
ほ
か
、

任
期
四
年
間
の
役
員

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

香
和
会
五
十
周
年
事
業
と
し
て

導
入
し
た「
聖
徳
大
学
香
和
会

特
待
制
度
」（
親
子
二
代
や
自
ら

の
学
び
直
し
で
入
学
す
る
方
々

に
入
学
金
の
一
部
を
減
免
す
る

制
度
）の
継
続
や
、「
学
園
創
立

八
十
五
周
年
・
川
並
香
順
先
生

生
誕
百
二
十
周
年
聖
徳
教
育
学

術
振
興
募
金
」へ
の
協
力
が
議

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
二
部
の
懇
親
会
で
は
、
聖

徳
ゆ
か
り
の
お
ま
ん
じ
ゅ
う
や

ア
ッ
プ
ル
パ
イ
な
ど
の
軽
食
を

囲
み
、
歓
談
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
短

大
総
合
文
化
学
科
の
学
生
た
ち

に
よ
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

も
行
わ
れ
、デ
ィ
ズ
ニ
ー
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
衣
装
に
皆
う
っ
と

り
し
ま
し
た
。
最
後
は
学
園
歌

の
大
合
唱
で
会
が
締
め
く
く
ら

れ
ま
し
た
。

　

百
三
十
名
を
超
え
る
卒
業
生

が
一
堂
に
会
し
て
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
、
幸
せ
な
思
い
出
を
胸

に
再
会
を
誓
っ
て
散
会
し
ま
し

た
。

第
五
十
一
回

香
和
会
総
会
・
懇
親
会
を

盛
大
に
開
催

学園歌合唱

声
楽
公
開
講
座
開
催

短
大
総
合
文
化
学
科
同
窓
会

「
ビ
ソ
シ
エ・ウ
ー
マ
ン
の
会
」を開催
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聖
徳
大
学
Ｓ
Ｏ
Ａ
音
楽
研
究

セ
ン
タ
ー
主
催
に
よ
る
警
察
音

楽
隊
研
修
会
を
八
月
二
十
八
日

（
火
）か
ら
三
十
一
日（
金
）ま
で

の
四
日
間
、
聖
徳
大
学
二
号
館

を
主
会
場
と
し
て
開
催
し
ま
し

た
。
こ
の
研
修
会
は
、
本
学
を

会
場
に
し
て
今
年
で
十
二
回
目

の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　

全
国
の
都
道
府
県
警
察
本
部

に
は
そ
れ
ぞ
れ
音
楽
隊
が
編
成

さ
れ
て
お
り
、交
通
安
全
パ
レ
ー

ド
や
コ
ン
サ
ー
ト
活
動
等
で
活

躍
さ
れ
て
い
ま
す
。今
年
は
全
国

四
十
六
の
都
道
府
県
の
音
楽
隊

か
ら
選
抜
さ
れ
た
六
十
七
名
の

音
楽
隊
員
が
集
ま
り
、
本
学
音

楽
学
部
演
奏
学
科
の
教
員
の
指

導
の
も
と
、
楽
器
ご
と
の
レ
ッ

ス
ン
や
指
揮
者
の
た
め
の
レ
ッ

ス
ン
、合
奏
練
習
と
、内
容
の
充

実
し
た
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
、
研
修
会
の
成

果
を
一
般
の
市
民
の
皆
さ
ま
に

聴
い
て
い
た
だ
く
た
め
、「
吹
奏

楽
コ
ン
サ
ー
ト
」を
川
並
香
順

記
念
講
堂
で
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
た
め
に
特

別
編
成
さ
れ
た
吹
奏
楽
団
は

「
サ
ン
バ 
デ 
ア
イ
ー
ダ
」や

「
男
は
つ
ら
い
よ
」な
ど
、ク
ラ

シ
ッ
ク
か
ら
歌
謡
曲
ま
で
幅
広

い
曲
目
を
披
露
。
聖
徳
大
学
吹

奏
楽
研
究
会
の
学
生
を
交
え
た

合
同
演
奏
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
特
別
出
演
の
茨
城
県
警

察
音
楽
隊
が「
ド
リ
フ
の
早
口

こ
と
ば
」に
乗
せ
て
交
通
安
全

標
語
を
唱
え
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
行
っ
た
り
、
千
葉
県
警
察

音
楽
隊
が「
刑
事
ド
ラ
マ
メ
ド

レ
ー
」を
披
露
し
た
り
と
、
会

場
は
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

最
後
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
同

学
科
山
本
真
教
授
の
指
揮
に
よ

り
、
出
演
者
全
員
が「
行
進
曲

ワ
シ
ン
ト
ン
ポ
ス
ト
」を
合
同

で
演
奏
し
、コ
ン
サ
ー
ト
の
最

後
を
華
や
か
に
締
め
く
く
り
ま

し
た
。

警
察
音
楽
隊
研
修
会

吹
奏
楽
コ
ン
サ
ー
ト

　

一
般
社
団
法
人
全
日
本
ピ
ア

ノ
指
導
者
協
会（
ピ
テ
ィ
ナ
）主

催
に
よ
る
ピ
ア
ノ・コ
ン
ペ
テ
ィ

シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
、
全
国
各

地
で
四
万
人
超
の
参
加
者
に
よ

る
地
区
大
会
に
て
選
ば
れ
た
若

き
ピ
ア
ニ
ス
ト
た
ち
が
、
八
月

十
八
日（
土
）か
ら
四
日
間
、
東

京
で
の
全
国
決
勝
大
会
で
熱
演

を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

聖
徳
大
学
・
聖
徳
大
学
短
期

大
学
部
で
は
、
音
楽
学
部
に
お

い
て
は
音
楽
の
専
門
教
育
と
し

て
、
ま
た
児
童
学
部
と
保
育
科

で
は
児
童
・
幼
児
教
育
者
養
成

の
一
環
と
し
て
、
学
生
の
ピ
ア

ノ
教
育
に
特
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
ピ
ア
ニ
ス
ト
を

目
指
す
全
国
の
若
者
た
ち
の
励

み
に
な
る
よ
う
、ピ
テ
ィ
ナ
・
ピ

ア
ノ
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
に
協

賛
し
、
そ
の
中
で
特
に
優
秀
な

演
奏
者
に「
聖
徳
大
学
川
並
弘

昭
賞
」を
授
与
し
て
い
ま
す
。

　

八
月
二
十
二
日（
水
）に
ホ
テ

ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
東
京（
千

代
田
区
）で
全
国
決
勝
大
会
表

彰
式
が
開
催
さ
れ
、
川
並
弘
純

学
長
よ
り
次
の
四
名
に
同
賞
が

授
与
さ
れ
、
祝
福
と
今
後
の
さ

ら
な
る
活
躍
を
期
待
す
る
励
ま

し
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

■
ソ
ロ
部
門
Ｆ
級

（
高
等
学
校
三
年
生
以
下
の
部
）

伊
波　

蘭
菜 

さ
ん（
沖
縄
県
）

柏
木　

千
裕 

さ
ん（
大
阪
府
）

堀
江　

瑠
衣 

さ
ん（
岐
阜
県
）

■
グ
ラ
ン
ミ
ュ
ー
ズ
部
門
Ａ
１

（
二
十
三
歳
以
上

音
楽
愛
好
者
の
部
）

髙
木　

直
樹 

さ
ん（
神
奈
川
県
）

第
四
十
ニ
回 

ピ
ティ
ナ
・ピ
ア
ノ
コ
ン
ペ
ティ
シ
ョ
ン

全
国
決
勝
大
会
表
彰
式

♪ ♬ ♪

♪ ♬ ♪

左から、 伊波蘭菜さん、 川並弘純学長、 
　　　　柏木千裕さん、堀江瑠衣さん、 髙木直樹さん

茨城県警察音楽隊によるパフォーマンス

社
会
福
祉
学
科
に
か
か
わ
る

主
な
実
習

実
習
支
援
の
現
場
か
ら

　

聖
徳
大
学
事
務
局
実
習
支
援

課
で
は
、
社
会
福
祉
学
科
の
教

員
等
と
連
携
し
、
実
習
、
国
家

試
験
受
験
、
教
員
免
許
状
申
請

の
支
援
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
社
会
福
祉
学
科
で

取
得
で
き
る
主
な
免
許
・
資
格

（
受
験
資
格
）に
か
か
わ
る
実
習

等
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

＊　
　
　
　

＊

①
社
会
福
祉
士
…
高
齢
者
や
母

子
家
庭
な
ど
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

が
必
要
な
方
や
そ
の
家
族
の
相

談
に
乗
り
、
最
も
適
し
た
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
の
国
家
資
格
で
す
。

実
習
は
四
年
次
に
対
人
援
助
の

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
現
場

（
地
域
支
援
包
括
セ
ン
タ
ー
、

社
会
福
祉
協
議
会
、
病
院
等
）

で
二
十
四
日
間
一
八
〇
時
間
以

上
実
施
し
ま
す
。

②
精
神
保
健
福
祉
士
…
精
神
科

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
国
家

資
格
で
す
。
精
神
障
害
者
が
社

会
復
帰
を
果
た
す
た
め
、
専
門

的
知
識
と
技
術
で
諸
問
題
の
解

決
を
図
り
、
助
言
、
指
導
を
行

い
ま
す
。
三
年
次
に
十
四
日
間
、

四
年
次
も
十
四
日
間
の
合
計

二
十
八
日
間
二
一
〇
時
間
以
上

の
実
習
を
、
精
神
科
病
院
等
の

医
療
機
関（
必
修
）と
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
行
う
施
設
等
で
実

施
し
ま
す
。

③
介
護
福
祉
士
…
介
護
の
国
家

資
格
で
す
。
高
齢
者
や
身
体
に

障
害
の
あ
る
人
た
ち
の
食
事
や

入
浴
、
外
出
、
身
辺
の
整
理
な

ど
、
日
常
生
活
の
介
護
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
家
族
に
介
護
法

を
指
導
す
る
の
も
大
切
な
仕
事

で
す
。
実
習
は
二
年
次
に
デ
ィ

サ
ー
ビ
ス
施
設
、
介
護
老
人
福

祉
施
設《
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
》で
延
べ
十
一
日
間
、
三
年

次
に
障
害
者
支
援
施
設
、
介
護

老
人
保
健
施
設
で
四
十
四
日
間
、

四
年
次
に
介
護
老
人
福
祉
施
設

で
三
日
間
と
合
計
五
十
八
日
間

四
五
〇
時
間
以
上
実
施
し
ま
す
。

④
養
護
教
諭
…「
保
健
室
の
先

生
」と
し
て
、
学
校
内
の
怪
我

や
病
気
の
救
急
処
置
、
保
健
指

導
、
健
康
相
談
、
悩
み
を
持
っ

た
生
徒
の
ケ
ア
、
学
校
保
健
計

画
、
保
健
室
の
管
理
運
営
な
ど

を
行
い
ま
す
。
実
習
は
三
年
次

に
小
学
校
ま
た
は
中
学
校
で

二
十
日
間
、
病
院
で
十
日
間
の

合
計
三
十
日
間
で
実
施
し
ま
す
。

＊　
　
　
　

＊

　

社
会
福
祉
学
科
の
学
生
た
ち

は
、
聖
徳
の
教
育
を
ベ
ー
ス
に
、

こ
れ
ら
の
実
習
経
験
を
経
て
、

社
会
福
祉
の
プ
ロ
と
い
う
夢
の

実
現
に
向
か
っ
て
挑
戦
し
て
い

ま
す
。

（
実
習
支
援
課
）

　

七
月
二
十
八
日（
土
）、
新
東

京
病
院
心
臓
内
科
部
長
の
長
沼

亨
氏
を
講
師
に
迎
え
、
聖
徳
大

学
看
護
学
研
究
所
主
催
講
演
会

「
最
新
の
低
侵
襲
心
臓
治
療
」を

開
催
し
ま
し
た（
松
戸
市
、
柏
市
、

市
川
市
と
各
市
の
教
育
委
員
会
、

取
手
市
教
育
委
員
会
が
後
援
）。

　

長
沼
氏
は
、
心
臓
の
構
造
的

疾
患（
弁
膜
症
、
中
核
欠
損
症
、

肥
大
型
心
筋
症
）へ
の
新
し
い

治
療
法
で
あ
る
、
経
カ
テ
ー
テ

ル
大
動
脈
弁
植
え
込
み
術
Ｔ
Ａ

Ｖ
Ｉ（
タ
ビ
：transcatheter 
aortic valve im

plantation

）

の
方
法
に
つ
い
て
、実
際
に
使
わ

れ
て
い
る
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
用
カ
テ
ー

テ
ル
や
人
工
弁
を
用
い
て
説
明

し
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ

の
導
入
と
展
望
に
つ
い
て
語
り

ま
し
た
。
日
本
で
は
欧
米
に
比

べ
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
の
導
入
が
十
年
以

上
遅
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年

四
月
に
保
険
償
還
が
認
め
ら
れ
、

治
療
費
の
患
者
負
担
も
軽
減
さ

れ
ま
し
た
。「
患
者
さ
ん
に
負
担

の
少
な
い
こ
の
治
療
法
は
、
今

後
、よ
り
普
及
す
る
で
し
ょ
う
」

と
話
し
、ま
た
、Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
普
及

に
よ
る
医
療
格
差
の
是
正
へ
の

期
待
と
重
要
性
を
述
べ
ま
し
た
。

　

講
演
後
の
質
疑
応
答
で
は
、

「
動
画
で
立
体
的
な
心
臓
が
分

か
り
や
す
か
っ
た
」「
実
際
に
使

わ
れ
て
い
る
本
物
を
見
て
感
動

し
た
」、
実
際
の
カ
テ
ー
テ
ル

キ
ッ
ト
を
手
に
し
な
が
ら「
こ

の
ハ
ン
ド
ル
の
ネ
ジ
は
ど
の
よ

う
に
使
わ
れ
る
の
か
」「
カ
テ
ー

テ
ル
で
開
い
た
心
臓
の
壁
の
穴

は
ど
う
な
る
の
か
」な
ど
多
く

の
感
想
と
質
問
が
会
場
を
熱
く

し
、
充
実
し
た
時
間
と
な
り
ま

し
た
。

聖
徳
大
学
看
護
学
研
究
所
主
催
講
演
会
を
開
催

「
最
新
の
低
侵
襲
心
臓
治
療
」

川
並
弘
昭
記
念
図
書
館
・
博
物
館 

だ
よ
り

博
物
館
長　

村
山  

隆
雄

　

聖
徳
大
学
の
キ
ャ
ン

パ
ス
に
満
ち
る
ア
ー
ト

の
一
つ
に
、
学
園
創
立

者
川
並
香
順
・
孝
子
先

生
の
胸
像
レ
リ
ー
フ

（
聖
徳
大
学
川
並
香
順

記
念
講
堂
）が
あ
り
ま

す
。
制
作
者
は
船
越
保

武
先
生
で
す
。

　

私
が
ま
だ
国
立
国
会

図
書
館
に
勤
務
し
て
い

た
二
〇
〇
七
年
十
一
月
、

古
典
籍
研
究
会
の
メ
ン

バ
ー
と「
キ
リ
シ
タ
ン

版
」
を
見
る
た
め
に
、

長
崎
を
訪
ね
ま
し
た
。

そ
の
折
、
船
越
先
生
が

制
作
し
た「
二
十
六
聖

人
ブ
ロ
ン
ズ
像
嵌
込
記
念
碑
」

の
あ
る
西
坂
に
立
ち
寄
り
ま
し

た
。
隣
接
の
記
念
館
で
ブ
ロ
ン

ズ
像
の
た
め
の
祈
り
の
手
の
ス

ケ
ッ
チ
を
見
ま
し
た
。
何
枚
も

何
枚
も
書
か
れ
た
で
あ
ろ
う
ス

ケ
ッ
チ
は
、
自
ら
も
キ
リ
ス
ト

教
に
帰
依
し
た
船
越
先
生
の
殉

教
者
へ
の
深
い
悲
し
み
と
慈
し

み
、
そ
し
て
殉
教
者
の
信
仰
の

強
さ
を
表
現
す
る
た
め
の
先
生

ご
自
身
の
苦
闘
を
も
表
し
て
い

る
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。

　

あ
る
会
合
の
後
、
す
え
も
り

ブ
ッ
ク
ス
代
表
で
長
年
、
国
際

児
童
図
書
評
議
会（
Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
）

の
理
事
と
し
て
、
児
童
書
の
普

及
活
動
に
貢
献
し
て
こ
ら
れ
た

末
盛
千
枝
子
さ
ん
と
話
を
し
て

い
る
と
、
な
ん
と
末
盛
さ
ん
は

船
越
保
武
先
生
の
ご
息
女
で
あ

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
後

日
、
末
盛
さ
ん
か
ら
、
高
橋
睦

郎
著『
日
本
二
十
六
聖
人
殉
教

者
へ
の
連
祷　

二
十
六
聖
人
帰

天
四
百
年
記
念「
船
越
保
武
の

世
界
展
」に
寄
せ
て
』（
す
え
も

り
ブ
ッ
ク
ス
、一
九
九
九
）を
頂

き
ま
し
た
。
連
祷「
第
一
の
十

字
架
」か
ら「
第
二
十
六
の
十
字

架
」ま
で
の
各
間
は
、
船
越
先

生
の
ス
ケ
ッ
チ
が
つ
な
い
で
い

ま
す
。
と
て
も
美
し
い
本
で
す
。

船
越
先
生
の
こ
と
を
少
し
知
る

よ
う
に
な
る
と
、
よ
り
い
っ
そ

う
フ
ァ
ン
な
っ
て
い
き
ま
す
。

聖
徳
学
園
創
立
者 

川
並
香
順
・
孝
子
先
生
の

胸
像
レ
リ
ー
フ
に
想
う
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幼
児
教
育
専
門
学
校

幼
児
教
育
専
門
学
校

学
外
研
修
Ⅱ北海

道
研
修
旅
行
を
実
施

　

八
月
二
十
日（
月
）か
ら
二
十 

四
日（
金
）に
か
け
て
、二
年
生

を
対
象
と
し
た「
学
外
研
修
Ⅱ
」

（
北
海
道
研
修
旅
行
）を
実
施
し

ま
し
た
。
朝
は
十
九
度
前
後
、

昼
は
二
十
五
度
前
後
と
、東
京
に

　

七
月
三
十
一
日（
火
）か
ら
八

月
二
日（
木
）に
か
け
て
、長
野

県
佐
久
市
の
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

「
か
す
が
の
森
」を
拠
点
に
一
年

生
を
対
象
と
し
た「
学
外
研
修

Ⅰ
」（
信
州
夏
季
研
修
旅
行
）を

実
施
し
ま
し
た
。

　

一
日
目
、猛
暑
と
な
り
ま
し

た
が
、学
生
た
ち
は
元
気
に
集

合
し
出
発
し
ま
し
た
。
午
後
は

「
佐
久
市
の
昔
話
を
聞
こ
う
」と

題
し
、佐
久
市
を
拠
点
に
活
動

す
る
語
り
部
の
皆
さ
ま
か
ら
佐

久
に
伝
わ
る
昔
話
を
聞
き
ま
し

た
。
夕
食
後
の
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ア
で
は
ク
ラ
ス
を
超
え
た
交
流

が
あ
り
楽
し
め
た
よ
う
で
す
。

　

二
日
目
、春
日
の
森
セ
ラ
ピ
ー

比
べ
て
過
ご
し
や
す
い
環
境
の
中
、

札
幌　
―　
登
別　
―　
十
勝
川　
―　
川
湯

と
移
動
し
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説

『
マ
ッ
サ
ン
』の
モ
デ
ル
と
な
っ

た
ニ
ッ
カ
ウ
ヰ
ス
キ
ー
の
余
市

蒸
留
所
で
は
、登
録
有
形

文
化
財
と
な
っ
て
い
る
建

物
や
ウ
イ
ス
キ
ー
の
歴
史

な
ど
を
展
示
し
た
博
物
館

を
見
学
し
ま
し
た
。
ま
た
、

摩
周
湖
や
美
幌
峠
を
は
じ

め
と
す
る
雄
大
で
圧
倒
的

な
景
色
や
、襟
裳
岬
周
辺

で
の
昆
布
拾
い
の
様
子
を

見
た
り
と
、日
常
で
は
で

き
な
い
経
験
を
し
ま
し
た
。

宿
泊
し
た
各
ホ
テ
ル
で
の

趣
向
を
凝
ら
し
た
本
格
的

な
メ
ニ
ュ
ー
の
数
々
や
手

厚
い
お
も
て
な
し
、さ
ま

ざ
ま
な
泉
質
の
温
泉
を
通
じ
て

北
海
道
の
自
然
や
文
化
に
触
れ
、

見
聞
を
大
い
に
広
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
女
満
別
空
港
で
は
、

北
海
道
中
央
バ
ス
の
優
し
く
気

さ
く
な
ド
ラ
イ
バ
ー
、ガ
イ
ド

と
涙
な
が
ら
に
別
れ
、た
く
さ

ん
の
思
い
出
を
抱
え
て
帰
っ
て

き
ま
し
た
。

ロ
ー
ド
に
て
、ハ
イ
キ
ン
グ
を

行
い
ま
し
た
。
暑
さ
が
心
配
さ

れ
ま
し
た
が
、学
生
た
ち
は
原

生
林
の
木
陰
の
中
を
心
地
よ
く

歩
き
、心
身
共
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

す
る
こ
と
が
で
き
た
様
子
で
し

た
。
午
後
は
、「
子
ど
も
の
遊
び

体
験
」を
実
施
。「
だ
る
ま
さ
ん

が
こ
ろ
ん
だ
」や「
は
な
い
ち
も

ん
め
」な
ど
、昔
懐
か
し
い
遊
び

を
学
生
た
ち
は
全
力
で
楽
し
み
、

同
時
に
先
生
に
な
っ
た
ら
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
か
を
学
ん
で
い
ま
し

た
。

　

最
終
日
の
三
日
目
、富
岡
製

糸
場
と
絹
産
業
遺
産
群
を
見
学

し
、そ
の
後
、無
事
に
本
校
前
で

解
散
し
ま
し
た
。
学
生
た
ち
が

こ
の「
学
外
研
修
Ⅰ
」で
経
験
し

た
こ
と
を
今
後
の
学
校
生
活
に

生
か
し
、さ
ら
な
る
弾
み
と
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
聖
徳
大
学
で
は
、
学
生
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
奨

励
し
て
お
り
、
募
集
情
報
の

提
供
や
活
動
認
定
証
の
交

付
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

関
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

盛
ん
に
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
が
、
こ
う
し
た
特

別
な
と
き
の
活
動
と
と
も

に
、
学
生
一
人
ひ
と
り
が
日

常
生
活
の
中
で
社
会
貢
献

活
動
に
参
加
で
き
る
機
会

を
増
や
す
た
め
、
さ
ら
な
る

支
援
の
充
実
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

六
月
二
十
九
日（
金
）、
本
年

で
九
回
目
と
な
る「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
発
表
会
」を
聖
徳
大
学

香
順
メ
デ
ィ
ア
ホ
ー
ル
に
て
開

催
し
、
多
数
の
学
生
、
教
職
員

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
参
加
者
を
代
表
し
て
、
聖
徳

大
学
児
童
学
部
と
心
理
・
福
祉

学
部
の
学
生
四
組
五
名
が
そ
れ

ぞ
れ
の
活
動
報
告
を
行
い
ま
し

た
。

　

一
般
社
団
法
人
千
葉
県
子
ど

も
会
育
成
連
合
会
か
ら
認
定
を

受
け
た「
ジ
ュ
ニ
ア・リ
ー
ダ
ー
」

と
し
て
活
動
す
る
仲
村
有
貴
さ

ん（
児
童
学
部
四
年
）は
、
子
ど

も
会
活
動
の
企
画
や
指
導
の
経

験
に
つ
い
て
報
告
し
、「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
、
自
分

が
社
会
の
中
で
生
き
て
い
る
実

感
が
得
ら
れ
、
や
り
た
い
こ
と

を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や

企
画
立
案
能
力

な
ど
、
社
会
で

必
要
な
能
力
が

身
に
つ
い
た
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
に

も
公
立
小
学
校

で
の
放
課
後
の

学
習
支
援
、
公

立
小
学
校
の
健

康
診
断
や
保
健

室
で
の
児
童
の

対
応
、
障
害
者

施
設
で
の
利
用

者
と
の
関
わ
り

な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
の
発
表
者
か

ら
バ
ラ
エ
テ
ィ

に
富
む
活
動
報

告
が
あ
り
、
出

席
者
は
真
剣
に

聞
き
入
り
ま
し

た
。
最
後
に
松
戸
市
社
会
福
祉

協
議
会
と
ま
つ
ど
市
民
活
動
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
方
か
ら
講

評
が
あ
り
、
各
学
生
の
積
極
的

な
活
動
へ
の
評
価
と
励
ま
し
の

言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

附
属
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

附
属
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

第
九
回

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
発
表
会
を
開
催

　

七
月
七
日（
土
）か
ら
二
十
二

日（
日
）の
十
六
日
間
、オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
・
ブ
リ
ス
ベ
ン
語
学

研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。
参
加

生
徒
は
本
校
と
取
手
聖
徳
女
子

中
高
を
合
わ
せ
て
十
一
名
で
し

た
。

　

八
月
二
十
六
日（
日
）、
本
校

食
堂
に
お
い
て
、
十
期
・
十
一

期
・
十
二
期
卒
業
生
の
三
期
合

同
の
同
窓
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
約
八
十
名
の
卒
業
生
と

そ
の
ご
家
族
、
教
員
な
ど
、
総

勢
百
名
近
く
が
集
ま
り
、
校
内

を
懐
か
し
ん
で
見
学
す
る
卒
業

生
の
姿
も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

川
並
芳
純
校
長
の
挨
拶
の
中

で
、
中
学
校
の
修
学
旅
行
が
京

都
・
奈
良
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
に
変
更
に
な
っ
た
こ
と
や
、

医
学
部
に
進
学
し
た
生
徒
が
い

る
と
い
う
話
が
あ
り
、
卒
業
生

か
ら
は
驚
き
の
声
が
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。
卒
業
生
に
と
っ
て
、

在
校
当
時
と
比
べ
て
変
わ
っ
た

こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
っ
た
よ
う

で
す
が
、
変
わ
ら
な
い
の
は
友

人
や
先
生
方
と
の
き
ず
な
で
す
。

こ
の
同
窓
会
で
懇
親
を
さ
ら
に

深
め
、「
今
回
は
全
員
が
参
加
で

き
な
か
っ
た
の
で
、
ま
た
皆
で

会
え
る
機
会
を
作
り
た
い
」と

言
っ
て
い
た
卒
業
生
が
多
く
い

ま
し
た
。

　

今
回
の
同
窓
会
を
開
催
す
る

に
あ
た
り
、
爽
和
会
会
長
を
は

じ
め
と
す
る
役
員
が
準
備
・
片

付
け
ま
で
す
べ
て
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
役
員
の
力
が

同
窓
会
活
動
の
活
性
化
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

　

三
期
合
同
の
同
窓
会
は
ま
た

三
年
後
に
開
催
予
定
で
す
。
皆

さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　

最
初
の
一
週
間
は
全
員
ド
ミ

ト
リ
ー（
寮
）に
宿
泊
し
、
午
前

中
は
語
学
学
校
で
英
語
の
レ
ッ
ス

ン
、
午
後
は
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー

と
い
う
毎
日
で
し
た
。レ
ッ
ス
ン

で
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
地
理
、

歴
史
、
動
物
な
ど
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
で
は
、

ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド

州
立
図
書
館
、ボ
タ

ニ
カ
ル
ガ
ー
デ
ン
、

ロ
ー
ン
パ
イ
ン
コ

ア
ラ
保
護
区
と
盛

り
だ
く
さ
ん
で
し

た
。
週
末
は
ゴ
ー

ル
ド
コ
ー
ス
ト
の

ム
ー
ビ
ー
ワ
ー
ル

ド
と
シ
ー
ワ
ー
ル

ド
へ
行
き
ま
し
た
。 　

二
週
目
は
、
二
人
組
ま
た
は

三
人
組
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を

行
い
ま
し
た
。
目
玉
は「
ジ
ャ

パ
ン
デ
イ
」で
し
た
。
語
学
学

校
の
教
師
と
生
徒
、
約
百
名
が

「
ジ
ャ
パ
ン
デ
イ
」の
教
室
に
集

ま
り
、
生
徒
た
ち
は
英
語
で
日

本
文
化
の
紹
介
を
堂
々
と
行

い
大
成
功
で
し
た
。
ほ
か
に
も

ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
博
物
館

訪
問
、
ブ
リ
ス
ベ
ン
リ
バ
ー

ク
ル
ー
ズ
体
験
、
世
界
遺
産
ラ

ミ
ン
ト
ン
国
立
公
園
の
見
学
な

ど
、
中
身
の
濃
い
日
々
を
過
ご

し
ま
し
た
。

　

こ
の
十
六
日
間
の
異
文
化
体

験
は
、
参
加
し
た
生
徒
た
ち
の

今
後
の
生
活
に
必
ず
や
良
い
影

響
を
与
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ブ
リ
ス
ベ
ン
語
学
研
修
を
実
施

十
期
・
十
一
期
・
十
二
期

卒
業
生
合
同
同
窓
会
を
開
催

レクを交え、会場を盛り上げる仲村さん

学
外
研
修
Ⅰ
信
州
夏
季
研
修
旅
行
を
実
施
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八
月
二
日（
木
）か
ら
四
日（
土
）

ま
で
の
二
泊
三
日
の
日
程
で
、

福
島
県
に
あ
る
国
内
留
学
施
設

ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ヒ
ル
ズ
に
て
、

英
語
研
修
を
行
い
、
生
徒
十
三

名（
中
学
一
年
生
十
一
名
、
高
校

二
年
生
二
名
）が
参
加
し
ま
し

た
。
本
物
の
英
国
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
施
設
内
で
の
生
活

は
、
レ
ッ
ス
ン
は
も
ち
ろ
ん
、

食
事
や
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
、シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
な
ど
す
べ
て
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
英
語
で
、
ま

さ
に
異
文
化
体
験
の
場
で
し
た
。

　

研
修
で
は
、Cooking

（
ス
コ

ー
ン
作
り
）やInterview

 Ori-
enteering

（
自
然
散
策
を
し
な

が
ら
、ス
タ
ッ
フ
の
方
々
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）な
ど
全
部
で

　

七
月
二
十
二
日（
日
）、
八
月

四
日（
土
）、
十
九
日（
日
）の
計

三
回
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
を
開

催
し
ま
し
た
。
今
年
は
各
回
と

も
明
和
会（
生
徒
会
）の
生
徒
が

全
体
会
の
企
画
か
ら
考
え
、
学

校
行
事
や
部
活
動
の
画
像
を
集

め
、
動
画
も
編
集
し
、オ
ー
プ

ニ
ン
グ
で
使
用
す
る
プ
レ
ゼ
ン

資
料
を
作
成
し
ま
し
た
。
女
子

校
な
ら
で
は
の
思
い
切
り
は
じ

け
た
楽
し
み
方
な
ど
、
本
校
な

ら
で
は
の
学
校
生
活
の
さ
ま
ざ

ま
な
場
面
を
紹
介
し
な
が
ら
、

笑
い
も
交
え
て
会
場
を
和
ま
せ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
二
コ
マ
の
体
験

講
座
を
行
い
ま
し
た
。
一
時
間

目
の
講
座
で
は
、
今
年
度
の
本

校
の
取
り
組
み
で
最
重
点
と
な

る「
探
究
」の
体
験
授
業
を
国
語
、

数
学
、
英
語
、
理
科
、
社
会
の

教
科
で
行
い
ま
し
た
。
授
業
内

で
は
、
本
校
の
生
徒
と
来
校
し

た
小
学
生
・
中
学
生
の
皆
さ
ま

と
で
互
い
に
意
見
を
出
し
合
い
、

次
第
に
打
ち
解
け
、
関
心
を
深

め
合
い
ま
し
た
。
来
校
者
か
ら

は「
先
輩
方
が
優
し
く
声
を
掛

け
て
く
れ
た
の
で
、
気
軽
に
話

を
し
や
す
く
、会
話
が
盛
り
上
が

り
楽
し
か
っ
た
で
す
」と
い
っ

た
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　

二
時
間
目
で
は
、
主
に
実
技

系
の
講
座
を
通
し
て
、
本
校
の

特
色
あ
る
活
動
を
体
験
し
ま
し

た
。
特
に
礼
法
の「
抹
茶
と
和

菓
子
」の
講
座
や
美
術
の「
レ
ー

ザ
ー
カ
ッ
タ
ー
で
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

作
り
」の
授
業
な
ど
が
大
変
好

評
で
し
た
。
最
後
に
体
験
会
食

も
実
施
し
、
本
校
の
魅
力
を
伝

え
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
秋
の
入
試
説
明
会

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て

い
ま
す（
入
試
説
明
会
な
ど
の

ご
案
内
は
八
面
）。

六
つ
の
レ
ッ
ス
ン
に
参
加
し
ま

し
た
。
特
にPronunciation 

Skills

（
発
音
の
授
業
）で
は
、

「van

とban

」「right

とlight

」

の
発
音
の
違
い
な
ど
、ネ

イ
テ
ィ
ブ
の
先
生
だ
か
ら

こ
そ
学
べ
る
本
場
の
発
音

を
ゲ
ー
ム
形
式
で
楽
し
く

学
び
ま
し
た
。
英
語
で
書

か
れ
た
正
し
い
口
や
舌
の

使
い
方
の
テ
キ
ス
ト
を
参

考
に
、ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
先

生
の
発
音
に
耳
を
傾
け
な

が
ら
、
何
度
も
何
度
も
声

に
出
し
て
、
正
し
い
発
音

を
マ
ス
タ
ー
し
よ
う
と
し

て
い
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。

　

生
徒
た
ち
は
初
め
て
の

経
験
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
異

文
化
交
流
な
ど
多
く
の
こ
と
を

学
び
、
自
信
を
つ
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
後
の
学
習
活

動
に
生
か
せ
る
研
修
内
容
と
な

り
ま
し
た
。

ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ヒ
ル
ズ
英
語
研
修

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
開
催

取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

　

七
月
二
十
五
日（
水
）、Ｓ
Ｅ

Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
オ
ー
プ
ン
キ
ン
ダ
ー

ワ
ー
ル
ド「
テ
ニ
ス
入
門
～
テ
ニ

ス
ボ
ー
ル
や
ラ
ケ
ッ
ト
を
使
っ

て
遊
び
ま
し
ょ
う
～
」を
行
い
ま

し
た
。
世
界
で
活
躍
さ
れ
た
Ｎ

Ｔ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ

株
式
会
社
、
日
本
テ
ニ
ス
協
会

元
プ
ロ
テ
ニ
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
の

平
木
理
化
さ
ん
を
は
じ
め
多
く

の
コ
ー
チ
陣
が
来
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
平
木
さ
ん
は
附
属
第

二
幼
稚
園
の
卒
園
生
で
、
ほ
か

の
コ
ー
チ
の
中
に
も
本
園
の
卒

園
生
が
い
ま
し
た
。

　

テ
ニ
ス
は
初
め
て
の
園
児
た

ち
が
多
く
、ド
キ
ド
キ
わ
く
わ

く
。
ま
ず
は
コ
ー
チ
の
真
似
を
し

て
身
体
を
動
か
し
準
備
体
操
。

ネ
ッ
ト
ま
で
走
っ
て
タ
ッ
チ
し

て
戻
る
ラ
イ
ン
タ
ッ
チ
で
は
、

お
母
さ
ま
も
息
を
切
ら
し
な
が

ら
必
死
で
し
た
。ラ
ケ
ッ
ト
を

使
っ
て
ボ
ー
ル
を
転
が
し
合
っ

た
り
、
園
児
が
顔
の
前
に
ラ
ケ
ッ

ト
を
持
ち
、コ
ー
チ
が
投
げ
た

ボ
ー
ル
を
優
し
く
当
て
て
返
し

た
り
し
ま
し
た
。続
い
て
、ネ
ッ
ト

を
挟
ん
で
コ
ー
チ
が
打
っ
た
ボ
ー

ル
を
、
お
母
さ
ま
と
一
緒
に
ダ

ブ
ル
ス
で
一
所
懸
命
に
返
し
ま

す
。
返
し
た
ボ
ー
ル
が
ネ
ッ
ト

を
越
え
る
と
子
ど
も
た
ち
は
大

喜
び
！
平
木
さ
ん
や
コ
ー
チ
が

園
児
の
手
を
と
り
な
が
ら「
い

い
ね
」 「
上
手
に
な
っ
た
よ
」と

言
葉
を
掛
け
、
親
子
で
ラ
リ
ー

を
楽
し
み
ま
し
た
。
交
代
の
時

に
は
コ
ー
チ
と
ハ
イ
タ
ッ
チ
！

　

終
わ
り
に
平
木
さ
ん
の「
楽

し
か
っ
た
で
す
か
？
」の
質
問
に
、

親
子
そ
ろ
っ
て「
は
ー
い
！
」と

元
気
な
返
事
。
帰
り
が
け
に
は

「
ま
た
や
っ
て
み
た
い
な
」の
声
も
。

卒
園
生
の
つ
な
が
り
を
き
っ
か

け
に
行
っ
た
今
回
の「
テ
ニ
ス

入
門
」。
こ
れ
を
機
に
、テ
ニ
ス

を
始
め
る
園
児
た
ち
も
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

大
学
附
属
の
四
つ
の
幼
稚
園

で
は
、
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
の
一

環
と
し
て
朝
七
時
か
ら
夜
七
時

ま
で
預
か
り
保
育（
ド
リ
ー
ム

キ
ッ
ズ
）を
実
施
し
て
い
ま
す
。

長
期
の
夏
休
み
期
間
も
含
め
、

日
曜
日
・
祝
日
以
外
は
、
ほ
ぼ
毎

日
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

休
園
日
の
預
か
り
保
育
は
事

前
予
約
制
と
な
っ
て
お
り
、
専

用
ア
プ
リ
で
保
護
者
が
登
録
を

し
ま
す
。
こ
の
ア
プ
リ
は
、
通

常
の
保
育
で
も
保
護
者
か
ら
教

員
へ
の
連
絡
や
、バ
ス
の
運
行

状
況
の
配
信
、
緊
急
連
絡
網
と

し
て
の
役
割
を
果
た
す
も
の
で
、

保
護
者
か
ら
も
好
評
を
得
て
い

ま
す
。

　

本
園
で
は
、
今
年
度
よ
り
預

か
り
保
育
専
任
の
教
員
を
置
い

て
ド
リ
ー
ム
キ
ッ
ズ
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
満
三
歳
児
か
ら
五

歳
児
ま
で
の
四
学
年
が
集
ま
り
、

お
弁
当
を
食
べ
た
り
ブ
ロ
ッ
ク

や
人
形
で
遊
ん
だ
り
し
ま
す
。

遊
び
の
中
で
、「
こ
れ
は
こ
う
い

う
ふ
う
に
や
る
ん
だ
よ
」と
年

長
児
が
年
少
児
に
対
し
て
優
し

く
声
を
掛
け
る
姿
が
見
ら
れ
る

な
ど
、
異
年
齢
の
友
達
と
の
関

わ
り
も
あ
り
、
言
葉
の
伝
え
合

い
や
協
同
性
な
ど
が
育
ま
れ
て

い
き
ま
す
。
お
弁
当
を
食
べ
る

と
き
も
、
箸
使
い
や
食
事
の
マ

ナ
ー
の
指
導
を
し
な
が
ら
、
教

員
と
の
信
頼
関
係
を
深
め
つ
つ

楽
し
い
時
間
と
な
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

　

近
年
、
女
性
の
社
会
進
出
が

目
ま
ぐ
る
し
く
、
仕
事
を
持
つ

母
親
が
増
え
て
き
て
い
る
こ
と

に
伴
い
、
こ
の
預
か
り
保
育
を

利
用
す
る
保
護
者
が
多
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。
時
に
は
、「
マ
マ

に
会
い
た
い
な
」と
言
い
な
が

ら
教
員
に
甘
え
て
く
る
園
児
や
、

遊
び
な
が
ら
寝
て
し
ま
う
園
児

も
い
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
時

に
も
家
庭
的
な
雰
囲
気
で
園
児

が
安
心
で
き
る
よ
う
な
環
境
を

整
え
対
応
し
て
い
ま
す
。
初
め

て
預
か
り
保
育
に
来
た
と
き
に

は
大
泣
き
し
て
遊
べ
な
か
っ
た

園
児
も
、
今
で
は
友
達
に「
一
緒

に
遊
ぼ
う
」と
自
ら
声
を
掛
け
、

笑
顔
で
遊
ぶ
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。

時
に
は
け
ん
か
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
け
が
の

な
い
よ
う
に
見
守
り
、
社
会
性

の
芽
生
え
を
大
切
に
し
て
保
育

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

預
か
り
保
育

（
ド
リ
ー
ム
キ
ッ
ズ
）

聖
徳
大
学
附
属
第
二
幼
稚
園

聖
徳
大
学
附
属
幼
稚
園

Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｕ

オ
ー
プ
ン
キ
ン
ダ
ー
ワ
ー
ル
ド

「
テ
ニ
ス
入
門
」

　

七
月
二
十
九
日（
日
）、第
六
十

回
千
葉
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

が
千
葉
県
文
化
会
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
本
校
の
吹
奏
楽
ク
ラ

ブ
は
、
毎
年
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル

に
参
加
し
て
い
ま
す
。
一
つ
の

曲
に
じ
っ
く
り
取
り
組
む
こ
と

で
、
普
段
の
練
習
で
は
達
成
で

き
な
い「
学
び
」を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

今
回
取
り
上
げ
た
曲
は
、
吹

奏
楽
ク
ラ
ブ
の
た
め
に
顧
問
の

檜
貝
道
郎
教
諭
が
書
き
下
ろ
し

た
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
で
す
。
題
名

は
、
児
童
た
ち
が
曲
か
ら
感
じ

取
っ
た「
鳥
」「
空
」「
夢
」な
ど
の

イ
メ
ー
ジ
を
も
と
に
、『
旅
鳥
の

夢
』に
決
め
ま
し
た
。

　

昨
年
度
も
一
度
演

奏
し
て
い
ま
す
が
、

卒
業
生
が
抜
け
、
楽

器
を
持
っ
て
間
も
な

い
新
人
が
加
わ
る
と
、

も
は
や
別
の
バ
ン
ド

で
す
。
一
か
ら
練
習

を
し
直
さ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
さ
ま

ざ
ま
な
種
類
の
楽
器

ご
と
に
合
わ
せ
た
り
、

新
人
だ
け
で
合
わ
せ

た
り
す
る
こ
と
で
、

お
互
い
の
演
奏
を
注

意
深
く
聴
き
合
う
練

習
が
中
心
と
な
り
ま

し
た
。

　

低
音
楽
器
の
響
き

の
中
に
自
分
の
音
を

溶
け
込
ま
せ
る
作
業

を
し
て
い
く
う
ち
、

次
第
に
全
体
の
サ
ウ

ン
ド
が
変
わ
っ
て
い
き

ま
し
た
。吹
奏
楽
ク
ラ

ブ
を
指
導
す
る
田
川
伸
一
郎
講

師
も
、「
美
し
い
音
に
な
っ
た

ね
」と
児
童
た
ち
を
褒
め
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、「
練
習
を
通
じ

て
、
普
段
あ
ま
り
話
を
し
な
い

子
と
も
仲
良
く
な
れ
た
」と
話

す
児
童
も
お
り
、チ
ー
ム
ワ
ー

ク
の
高
ま
り
が
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。

　

そ
し
て
コ
ン
ク
ー
ル
本
番
。

三
十
八
名
の
子
ど
も
た
ち
と
一

緒
に
演
奏
し
た『
旅
鳥
の
夢
』は
、

練
習
の
成
果
を
十
分
発
揮
し
た

も
の
と
な
り
ま
し
た
。
結
果
は

銀
賞
で
し
た
が
、
檜
貝
教
諭
は

「
子
ど
も
た
ち
の
頑
張
り
と
成

長
度
は
間
違
い
な
く
金
賞
で
し

た
」と
た
た
え
ま
し
た
。

附

属

小

学

校

附

属

小

学

校

旅
鳥
の
夢

第
六
十
回 

千
葉
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

●
●
●
●

●

幼
稚
園
短
信

幼
稚
園
短
信

●



第98号 （6）平成30 年10月1日（月）

　

毎
年
、
十
一
月
三
日
の
文
化

の
日
に
、
聖
徳
大
学
幼
児
教
育

専
門
学
校
と
聖
徳
学
園
三
田
幼

稚
園
が
合
同
で「
聖
徳
に
こ
に

こ
ま
つ
り
」を
開
催
し
ま
す
。

　
「
聖
徳
に
こ
に
こ
ま
つ
り
」で

は
、
保
育
室
や
ホ
ー
ル
が
ゲ
ー

ム
コ
ー
ナ
ー
や
お
化
け
屋
敷
、

献
品
コ
ー
ナ
ー
、
模
擬
店
等
に

変
わ
り
、
園
庭
で
は
ヨ
ー
ヨ
ー
、

ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
、的
あ

て
、
く
じ
び
き
と
た
く
さ
ん
の

遊
び
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が「
や
っ
た
！
当
た

っ
た
！
」「
ゲ
ー
ム
楽
し
い
！
ま

た
や
り
た
い
な
」「
お
化
け
屋
敷
、

怖
か
っ
た
け
ど
、
ま
た
入
っ
て

く
る
ね
」と
楽
し
む
姿
が
見
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
懐
か
し
い
卒

園
生
が
友
達
を
連
れ
て
、「
先
生
、

会
い
に
来
た
よ
」と
顔
を
出
し

て
く
れ
た
り
、
未
就
園
児
の
親

子
の
方
が「
こ
こ
の
幼
稚
園
の

バ
ザ
ー
は
親
子
で
楽
し
め
ま
す

ね
」と
、
う
れ
し
い
声
を
掛
け
て

く
だ
さ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

毎
年
、
幹
事
の
お
母
さ
ま
を

中
心
に
父
母
の
会
の
方
々
が
こ

の
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
て
く

れ
て
い
ま
す
。
お
父
さ
ま
の
有

志
の
会「
え
ぷ
ろ
ん
パ
パ
」の
皆

さ
ま
も
、ゲ
ー
ム
コ
ー

ナ
ー
を
手
伝
っ
て
い

た
だ
い
た
り
重
い
物

を
運
ん
で
く
だ
さ
っ

た
り
と
大
活
躍
で
す
。

ま
た
、
聖
徳
学
園
幼

児
教
育
専
門
学
校
の

学
生
た
ち
も
楽
し
い

人
形
劇
や
紙
芝
居
を

披
露
し
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
と
関
わ
り
な

が
ら
声
の
掛
け
方
や

接
し
方
を
学
び
、
学

生
に
と
っ
て
も
貴
重

な
経
験
と
な
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。

　

現
在
、
今
年
度
の「
聖
徳
に
こ

に
こ
ま
つ
り
」に
向
け
て
準
備

中
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
方
の
力

を
お
借
り
し
て
、
楽
し
い「
聖
徳

に
こ
に
こ
ま
つ
り
」に
な
る
よ

う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

「
聖
徳
に
こ
に
こ
ま
つ
り
」

十
一
月
三
日（
土
・
祝
）

十
時
〜
十
四
時
三
十
分

＊
皆
さ
ま
の
ご
来
園
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

聖
徳
大
学
附
属
成
田
幼
稚
園

宿
泊
保
育

　

毎
年
、
夏
休
み
中
の
五
日
間

に
夏
期
保
育
を
行
い
、
さ
ま
ざ

ま
な
夏
の
遊
び
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
そ
の
中
で
年
長
児
が
最

も
楽
し
み
に
し
て
い
る
の
が
宿

泊
保
育
で
す
。「
家
族
と
離
れ
、

友
達
や
先
生
と
宿
泊
し
自
信
を

持
つ
」と
い
う
ね
ら
い
の
も
と
、

年
長
児
が
幼
稚
園
に
一
泊
し
ま

す
。
暑
さ
が
厳
し
か
っ
た
今
年

の
夏
も
、
七
月
三
十
一
日（
火
）

か
ら
八
月
一
日（
水
）に
か
け
て

宿
泊
保
育
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
先
生
、
こ
ん
に
ち
は
」「
今
日

の
夜
楽
し
み
だ
ね
」と
大
き
な

か
ば
ん
を
持
っ
て
年
長
児
が
登

園
し
て
き
ま
し
た
。
中
に
は
、親

と
離
れ
た
こ
と
が
な
い
た
め
か
、

不
安
そ
う
に
登
園
し
て
く
る
園

児
も
い
ま
し
た
が
、
友
達
に
会
っ

て
話
し
た
り
踊
っ
た
り
し
て
い

る
う
ち
に
笑
顔
に
な
り
ま
し
た
。

　

皆
で「
バ
ナ
ナ
く
ん
た
い

そ
う
」を
踊
っ
て
い
る
時
、

「
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
さ
ん
」か

ら
手
紙
が
届
き
ま
し
た
。
そ

の
手
紙
を
見
た
園
児
た
ち

の
目
は
皆
真
ん
丸
で
、
驚
い

て
い
る
の
が
よ
く
分
か
り

ま
し
た
。
そ
の
後
夕
食
を
食

べ
て
い
る
と
、
今
度
は「
イ

ン
デ
ィ
ア
ン
さ
ん
」か
ら
川

並
珠
緒
園
長
に
電
話
が
あ

り
ま
し
た
。
園
児
た
ち
は
大

好
き
な
カ
レ
ー
を
食
べ
な

が
ら
も
、「
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
」

の
話
で
持
ち
切
り
で
す
。

　

そ
し
て
、
薄
暗
く
な
っ
た
夕

方
、キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア
が
始

ま
り
ま
し
た
。「
お
ー
！
」と
い
う

掛
け
声
と
と
も
に
た
い
ま
つ
に

火
を
付
け
た「
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
」

が
や
っ
て
き
て
、「
な
か
よ
し
の

火
」を
付
け
る
と
、
園
児
た
ち
は

小
さ
な
体
い
っ
ぱ
い
で
驚
き
や

喜
び
を
表
現
し
て
い
ま
し
た
。

　

教
員
た
ち
の
劇
や
花
火
大
会

が
終
わ
る
と
、
い
よ
い
よ
就
寝
で

す
。
今
日
の
楽
し
い
夢
を
見
て

い
る
の
か
、
皆
ぐ
っ
す
り
眠
っ

て
い
ま
し
た
。

　

翌
朝
起
き
た
園
児
た
ち
の
顔

は
、
保
護
者
と
離
れ
て
宿
泊
す

る
こ
と
が
で
き
た
自
信
に
満
ち

あ
ふ
れ
て
お
り
、
ま
た
一
歩
成

長
し
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。
年
長
児
に
と
っ
て
幼
稚
園

の
楽
し
い
思
い
出
が
ま
た
一
つ

増
え
た
宿
泊
保
育
と
な
り
ま
し

た
。

　

八
月
三
日（
金
）、本
園
の
園
庭

で
盆
踊
り
会
を
行
い
ま
し
た
。

「
日
本
の
伝
統
文
化
で
あ
る
盆
踊

り
を
友
達
や
家
族
と
一
緒
に
楽

し
む
」こ
と
を
ね
ら
い
と
し
、練

習
に
は
保
護
者
も
参
加
し
て
い

ま
す
。
曲
目
は
、聖
徳
幼
稚
園
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
曲「
聖
徳
音
頭
」「
お

祭
り
音
頭
」の
ほ
か
、園
児
た
ち

の
大
好
き
な「
ド
ラ
え
も
ん
音

頭
」「
ポ
ケ
モ
ン
音
頭
」「
三
太
郎

音
頭
」「
こ
ど
も
ド
ン
パ
ン
節
」の

六
曲
を
踊
り
ま
す
。

　

当
日
は
、午
後
か
ら
教
職
員
が

園
庭
に
鉄
の
パ
イ
プ
を
組
み
立

て
、盆
踊
り
の
や
ぐ
ら
の
設
営
か

ら
準
備
を
行
い
ま
し
た
。
紅
白

に
装
飾
の
花
や
ち
ょ
う
ち
ん
を

　

毎
年
十
月
に
東
京
工
業
高
等

専
門
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
お

借
り
し
て
、運
動
会
を
行
っ
て
い

ま
す〈
今
年
度
は
十
月
六
日（
土
）

に
行
い
ま
す
〉。
子
ど
も
た
ち
は

広
々
と
し
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、駆

け
っ
こ
や
遊
戯
、玉
入
れ
、綱
引

き
、親
子
競
技
を
元
気
い
っ
ぱ
い

頑
張
り
ま
す
。

　

全
園
児
の
駆
け
っ
こ
で
は
、満

三
歳
児
・
年
少
児
・
年
中
児
は
友

達
と
仲
良
く
走
っ
た
り
、ひ
た
す

ら
一
所
懸
命
に
走
ろ
う
と
す
る

一
方
で
、年
長
児
は
競
争
心
を

持
っ
て
真
剣
に
走
る
姿
が
見
ら

れ
、学
年
の
差
が
よ
く
表
れ
ま
す
。

　

遊
戯
で
は
、全
学
年
が
元
気
い
っ

ぱ
い
に
体
を
動
か
し
、一
所
懸
命

飾
り
、立
派
な
や
ぐ
ら
が
完
成
し

ま
し
た
。
夕
方
に
な
る
と
、園
児

た
ち
は
保
護
者
と
一
緒
に
、か
わ

い
い
浴
衣
や
甚
平
を
着
て
笑
顔

で
園
庭
に
集
ま
り
ま
し
た
。
教

員
も
浴
衣
を
着
て
迎
え
る
と
、

「
わ
あ
、先
生
き
れ
い
」「
か
わ
い

い
」な
ど
と
う
れ
し
そ
う
に
、普

に
練
習
し
た
成
果
を
披
露
し
て

い
ま
す
。

　

競
技
で
は
、年
中
児
は
玉
入

れ
、年
長
児
は
綱
引
き
や
リ
レ
ー

を
行
い
ま
す
。
綱
引
き
は
引
き
方

や
こ
ら
え
方
に
気
を
つ
け
て
取

り
組
み
ま
す
。
年
長
児
に
と
っ

て
は
最
後
の
運
動
会
で
あ
り
、真

剣
に
取
り
組
ん
だ
り
、友
達
を
応

段
と
は
違
う
雰
囲
気
を
感
じ
て

喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ち
ょ
う
ち
ん
に
明
か
り
が
つ

き
、「
聖
徳
音
頭
」で
盆
踊
り
会
が

始
ま
り
ま
し
た
。
保
護
者
や
本

園
の
卒
園
生
が
や
ぐ
ら
の
上
で

太
鼓
を
た
た
き
、
夏
の
夜
空
に

に
ぎ
や
か
な
音
が
響
き
渡
り
、

皆
張
り
切
っ
て
楽
し
そ
う
に
踊

る
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
川

並
珠
緒
園
長
か
ら
日
本
古
来
の

盆
踊
り
に
つ
い
て
の
話
も
聞
き
、

知
識
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た

よ
う
で
す
。
休
憩
時
間
に
は
、父
母

の
会
が
企
画
し
た「
水
ヨ
ー
ヨ
ー

つ
り
」や「
ピ
カ
ピ
カ
つ
り
ぼ
り
」

な
ど
で
友
達
と
一
緒
に
遊
ぶ
様

子
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
も

さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
通
し
て
親

子
の
関
わ
り
の
大
切
さ
を
伝
え

て
い
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

援
し
た
り
す
る
姿
に
頼
も
し
さ

が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

学
年
ご
と
に
保
護
者
の
競
技

も
あ
り
、会
場
は
毎
年
大
盛
り
上

が
り
で
、家
族
一
体
と
な
っ
て
運

動
会
を
楽
し
む
姿
が
見
ら
れ
ま

す
。
保
護
者
と
の
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン

ス
や
親
子
競
技
で
、笑
顔
で
た
く

さ
ん
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
取
っ
て

い
る
姿
か
ら
楽
し
さ
が
伝
わ
っ

て
き
ま
す
。

　

最
後
の
競
技
は
保
護
者
の
綱

引
き
で
す
。
子
ど
も
た
ち
か
ら

の
大
声
援
を
後
押
し
に
、「
オ
ー

エ
ス
」と
掛
け
声
を
掛
け
合
い
な

が
ら
力
一
杯
引
い
た
り
こ
ら
え

た
り
し
て
大
変
盛
り
上
が
り
、会

場
が
一
つ
に
な
る
瞬
間
で
す
。

運
動
会
は
、達
成
感
や
満
足
感
、

友
達
と
一
緒
に
頑
張
る
気
持
ち

が
持
て
、一
段
と
成
長
で
き
る
大

切
な
行
事
で
す
。

楽
し
い
多
摩
動
物
園

―
　

園
外
保
育
　

―

聖
徳
学
園
多
摩
中
央
幼
稚
園

　

本
園
で
は
、
年
に
二
回
の
遠

足
の
ほ
か
に
、
園
外
の
さ
ま
ざ

ま
な
環
境
に
触
れ
る
た
め
園
外

保
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

一
環
と
し
て
、十
月
十
七
日（
水
）

に
梅
組（
年
中
組
）が
多
摩
動
物

園
を
見
学
す
る
予
定
で
す
。
こ

の
見
学
は
、
園
児
が
動
物
に
興

味
を
持
ち
、
楽
し
み
な
が
ら
、
動

物
の
様
子
や
形
、
模
様
、
色
の

特
徴
に
気
付
き
、
そ
の
後
の
製

作
や
表
現
の
活
動
に
生
か
す
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
例

年
、
年
中
の
園
児
た
ち
が
と
て

も
楽
し
み
に
し
て
い
る
多
摩
動

物
園
見
学
。
昨
年
度
実
施（
平
成

二
十
九
年
十
月
十
八
日
）の
様

子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

＊　

＊　

＊

　

快
晴
の
空
の
下
、
園
児
た
ち

は
多
摩
動
物
公
園
を
訪
れ
、ア

ジ
ア
ゾ
ウ
、ト
ラ
な
ど
を
飼
育
す

る「
ア
ジ
ア
園
」、カ
ン
ガ
ル
ー
、

ト
ナ
カ
イ
な
ど
を
飼
育
す
る

「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
園
」を
中
心

に
見
学
し
ま
し
た
。
園
児
た
ち

は
、
は
じ
め
は
た
だ
は
し
ゃ
い

で
い
ま
し
た
が
、
担
任
が「
動
物

さ
ん
た
ち
の
様
子
を
良
く
見
て

み
ま
し
ょ
う
」と
促
す
と
、「
シ

ロ
テ
テ
ナ
ガ
ザ
ル
は
本
当
に
手

が
長
い
ね
。
う
ん
て
い
し
て
い

る
み
た
い
」「
ゾ
ウ
は
本
当
に
鼻

が
手
の
代
わ
り
な
ん
だ
ね
。
草

を
つ
か
ん
で
る
ね
」と
、
さ
ま
ざ

ま
な
事
に
気
付
き
、
友
達
と
話

し
な
が
ら
見
学
し
ま
し
た
。
園

外
保
育
後
に
行
っ
た
描
画
や
箱

製
作
で
は
、「
ゾ
ウ
は
鼻
が
長
い

か
ら
、
長
く
描
こ
う
」「
シ
ロ
テ

テ
ナ
ガ
ザ
ル
は
手
が
長
い
か
ら
、

箱
を
二
つ
つ
な
げ
て
長
く
し
な

く
ち
ゃ
」と
、
動
物
園
見
学
で
気

付
い
た
こ
と
を
形
に
し
よ
う
と

す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

盆
踊
り
会

聖
徳
大
学
附
属
浦
安
幼
稚
園

聖
徳
学
園
三
田
幼
稚
園

聖
徳
学
園
八
王
子
中
央
幼
稚
園

元
気
い
っ
ぱ
い
の

運
動
会

楽
し
み
に

待
っ
て
い
ま
す

～
聖
徳
に
こ
に
こ
ま
つ
り
～

アジアゾウを見学

昨年の運動会の様子

「インディアンさん」からの手紙を見て驚く園児

箱を組み合わせて動物を製作
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　本年の営業は、無事終了いたしました。今夏も多くの学園関係
者様にご利用いただき、心から感謝申し上げます。
　来年度も、また同時期の営業を予定しています。ぜひ来夏も、皆
様が山中湖へお帰りになられることを心待ちにしています。山中湖ガーデンヴィラ

森と湖のヒーリングリゾート

●
取
引
業
者
関
係

五
〇
、〇
〇
〇
円

株
式
会
社
十
和
観
光

　
代
表
取
締
役
　
井
坂
　
信
洋
　
様

●
附
属
成
田
幼
稚
園
関
係

一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　
中
山
　
照
仁 

様

　
　
成
田
幼
稚
園
移
動
可
能
型

　
　
幼
児
プ
ー
ル
購
入
へ
の
ご
寄
付 

●
三
田
幼
稚
園
関
係

二
〇
、〇
〇
〇
円

　
小
林
　
丈
剛 

様

●
法
人
役
員
関
係

四
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　
山
口
　
富
彌 

様

三
四
〇
、〇
〇
〇
円

　
川
並
　
弘
純 

様

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　
川
並
　
芳
純 

様

●
教
職
員
関
係

一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　
川
並
　
知
子 

様

五
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　
山
川
　
智
恵
子 

様

●
香
和
会
関
係

二
〇
、〇
〇
〇
円

　
鈴
木
　
初
枝 

様

学
園
創
立
八
十
五
周
年
・
川
並
香
順
先
生
生
誕
百
二
十
年
記
念

「
聖
徳
教
育
学
術
振
興
募
金
」
寄
付
者
芳
名
一
覧

「
聖
徳
大
学
香
和
会
五
十
周
年
記
念
奨
学
基
金
」

寄
付
者
芳
名
一
覧

平
成
三
十
年
八
月
ま
で
の
ご
寄
付
分

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

平
成
三
十
年
八
月
ま
で
の
ご
寄
付
分

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　
川
並
　
孝
純 

様

　
川
並
　
珠
緒 

様

三
〇
、〇
〇
〇
円

　
辻
　
正
行 

様

九
、五
〇
〇
円

　
聖
徳
大
学
附
属
幼
稚
園
　

 
 

教
職
員
一
同 

様

七
、五
〇
〇
円

　
聖
徳
大
学
附
属
第
二
幼
稚
園
　

 
 

教
職
員
一
同 

様

五
、五
〇
〇
円

　
聖
徳
大
学
附
属
成
田
幼
稚
園
　

 
 

教
職
員
一
同 

様

一
、〇
〇
〇
円

　
太
田
　
裕
子 

様

●
そ
の
他

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　
今
野
　
正
義 

様

（
六
五
、〇
〇
〇
円
）

 
匿
名
希
望
者
合
計

※（
　
）内
は
累
計
額

合
計
　
二
五
件

三
、八
ニ
八
、五
〇
〇
円

合
計
　
一
件 

　
　
　
二
〇
、〇
〇
〇
円

累
計
　
一
〇
件 

二
、八
七
八
、五
〇
〇
円

募
集
開
始
か
ら
の
累
計
額
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

①
　「
創
立
八
十
五
周
年
・

　
　
川
並
香
順
先
生
生
誕
百
二
十
年
記
念 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
聖
徳
教
育
学
術
振
興
募
金
」

（
平
成
三
十
年
度
開
始
）

　

聖
徳
学
園
は
今
年
、
創
立
八
十
五
周
年
、
創
立
者

川
並
香
順
先
生
生
誕
百
二
十
年
を
迎
え
ま
し
た
。
女

性
教
育
の
重
要
性
を
唱
え
、
昭
和
八
年
に
聖
徳
家
政

学
院
、
新
井
宿
幼
稚
園
を
創
設
し
て
か
ら
八
十
五
年
。

幼
稚
園
か
ら
大
学
院
ま
で
、
一
貫
教
育
を
推
進
す
る

教
育
機
関
へ
と
成
長
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
刻
々
と

変
わ
る
社
会
に
対
応
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
伝
統

を
維
持
し
、
先
進
性
を
取
り
入
れ
た
教
育
活
動
を
継

続
し
て
い
く
た
め
、
教
育
・
研
究
活
動
を
多
岐
に
わ

た
り
ご
支
援
い
た
だ
く
募
金
で
す
。

　

建
学
の
精
神「
和
」に
基
づ
い
た
、
思
い
や
り
・
慎

み
・
優
し
さ
・
協
調
性
な
ど
の
心
の
育
成
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
た
め
、
四
つ
の
目
的
を
設
け
活
動
し
て
ま
い

り
ま
す
。

【
四
つ
の
目
的
】

　
　

教
育
研
究
施
設
・
設
備
等
の
充
実

　
　

教
育
研
究
活
動
へ
の
支
援

　
　

社
会
連
携
活
動
へ
の
支
援

　
　

奨
学
金
制
度
の
充
実

②
　「
聖
徳
大
学
香
和
会
五
十
周
年
記
念
奨
学
基
金
」

（
平
成
二
十
九
年
度
募
集
開
始
）

　

香
和
会（
大
学
院
・
大
学
・
短
大
の
通
学
課
程
の
同

窓
会
）の
皆
さ
ま
を
中
心
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
本
募
金
は
、
会
の
発
足
五
十
周
年
を
記
念
し

て
立
ち
上
げ
た
奨
学
基
金
で
す
。「
香
和
会
特
待
制

度
」の
原
資
と
な
り
ま
す
。

　
「
香
和
会
特
待
制
度
」は
、
会
員
の
子
女
・
お
孫
さ

ん
ま
た
は
会
員
本
人
が
本
学
の
大
学
院
・
大
学
・
短

大
へ
の
入
学
を
希
望
す
る
場
合
に
、
入
学
金
の
一
部

が
免
除
さ
れ
る
制
度
で
す（
詳
し
く
は
、
入
試
要
項

を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

　

今
年
度
こ
の
制
度
を
利
用
し
、
七
名
の
方
が
入
学

さ
れ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
か
ら
の
ご
寄
付
は
、本
学
の
教
育
・
研
究
活

動
の
た
め
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

聖
徳
学
園
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
、
皆
さ
ま
か

ら
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 こ

れ
か
ら
の
募
金
活
動

募
金
だ
よ
り

● ご寄付の
お申し込みについて ●

　

● お申し込み・
お問い合わせ先 ●

（注）
公開を希望されない方については、

掲載しておりません。

・ 10月7日（日） 10：30〜 北関東支部総会・保護者会 大宮・JA共済埼玉ビル

・ 10月14日（日） 10：30〜 甲信地区支部総会・保護者会 長野・ホテル国際21

・ 10月21日（日） 10：30〜 静岡県支部総会・保護者会 静岡・ホテルアソシア静岡

・ 10月28日（日） 12：00〜 九州・沖縄地区支部総会・保護者会 那覇・ホテルJALシティ那覇
   茨城県支部総会・保護者会・ 11月4日（日） 10：30〜  聖徳大学松戸キャンパス
   東京地区支部総会・保護者会
・ 11月25日（日） 10：30〜 千葉県支部総会・保護者会 聖徳大学松戸キャンパス

支 部 名 日 程 時　間 場 所

北 関 東 支 部
※後援会と同日開催 10月7日（日）

受付／13：00〜
開会／13：30－15：30

埼玉県さいたま市
「大宮ワイズダイニング」

甲州・中部・東海支部
※後援会（静岡県支部）と同日開催 10月21日（日）

受付／16：00〜
開会／16：30－19：00

静岡県掛川市
「掛川グランドホテル」

九 州 ・ 沖 縄 支 部 11月10日（土）
受付／17：30〜
開会／18：00－20：00

沖縄県 那覇市 
沖縄かりゆしアーバン・リゾート・ナハ

8F 「Sea's（シーズ）」

南 関 東 支 部
※後援会（千葉県支部）と同日開催 11月25日（日）

受付／12：30〜
開会／13：00－15：00 聖徳大学 8号館アミティエ

近畿・中国・四国支部 12月15日（土）
受付／11：30〜
開会／12：00－14：00

大阪府 大阪市　
ホテル阪急インターナショナル2F

中華料理「春蘭門」

 月日 時間 行事 会場

※注：上記内容は予定であり、一部変更する場合がございます。
　　 各支部パーティーの場所等詳細につきましては、準備が整い次第、郵送にてご案内いたします。

大学院・大学・短期大学部  同窓会  平成30年度 「香和会」支部パーティー 開催日程

【お問い合わせ】    香和会事務室　Tel.047-366-5084（直通）
［または、大学本部Tel.047-365-1111（大代表）へ］

平成30年度 大学・短期大学部／後援会支部総会・保護者会 開催日程
大学後援会より保護者の皆様へ

　日頃は後援会活動に対してご協力をいただきありがとうございます。
　さて、平成30年度の後援会支部総会・保護者会が下記の日程で開催されます。支部総会では、会員相
互の親和と協調をはかり、大学・短期大学部の充実と発展を支援するために活発に活動しております。
また、保護者会では大学より多くの先生方が出席し、保護者の皆様と個別面談を予定しております。
　当日は、面談を待つ間、授業風景等の写真を閲覧することができます。また、ご息女の就職について、
不安をお持ちの方も多いと存じます。就職担当者が各支部に出向きご相談に乗ります。この機会を逸
することなく、是非とも万障繰り合わせ出席されますようお願いいたします。

　草競馬となるレースは望月総合グランド内特設馬場にて、一周400mのトラックで行われます。中には乗
り手の思い通りに走らない馬もいて、コースを逆走するなど、笑いも絶えない、ほのぼのとした場面も見るこ
とができます。午後12時からの決勝レースでは、勝ち馬当てクイズも行われ、当たった方には実行委員会か
ら景品が手渡されます。

佐久市望月駒の里 草競馬大会周辺観光のご案内

● 開催日時：
平成30年11月3日（土）文化の日

● 開催場所：
望月総合グランド内特設馬場

■問合せ先
　佐久市望月駒の里草競馬大会実行委員会事務局 

望月支所経済建設係内
・ TEL.0267-53-3111　・ FAX.0267-53-3115

検 索聖徳 募金 ▲

写真提供：佐久市観光協会

長野県佐久市春日2258-1

信州佐久　春日温泉　自然体感リゾート

ご予約はお電話にて　電話：0267-52-2111
宿泊料金・プランはホームページをご覧ください。

http ://www. kasuganomori.com/

草競馬ならではのかわいいポニーのレース、そして迫力満点のサラブレットの疾走をぜひ目の前でご覧ください。
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学園広報紙聖徳フラッシュをお読みいただきありがとうございます。
今後も内容の充実に努めてまいりますので、ぜひ皆さまのご意見・ご感想をお寄せください。

ご意見・ご感想の宛て先

〈郵送〉〒271-8555　千葉県松戸市岩瀬550　東京聖徳学園　「聖徳フラッシュ」係まで
〈インターネット〉https://www.seitoku.ac. jp /gakuen/ toiawase/frmpub

18.10.1 re（15,52）

〒108-0073　東京都港区三田3-4-28
TEL.03-5476-8811（代）

この印刷物は大豆油を主成分とした
環境にやさしいインクを使用しています。

聖徳フラッシュ　第98号
発行人／川並 弘純　　編集／総務課

読者の声

セ イ ト クの派 遣 会 社 だ か ら 安 心
派 遣 登 録 募 集 中！！ 幼稚園教諭、 保育士、 一般事務  お気軽にご連絡ください 

セイワコーポレーション
東京都港区虎ノ門 1-1-20 0120-525-126 般 13 - 300726

13-ユ-300913

※詳細につきましては、各校・園にお問い合わせください。学校説明会関係行事のご案内 （平成30年12月までの予定を掲載）

■聖徳大学幼児教育専門学校（女子）〈前期・後期入試〉

平成31年度 大学院（春学期入学）入試日程

平成31年度  入試日程

▶10月21日［日］10：00〜13：00

▶11月17日［土］・18日［日］10：00〜15：00

▶11月25日［日］10：00〜13：00

■ 聖徳大学（女子）・聖徳大学短期大学部（女子） ●お問い合わせ：0120-66-5531（直通）

■ 通信教育部（大学院・大学・短期大学部 共学） ●お問い合わせ：047-365-1200（直通）

聖徳大学 
松戸キャンパス

■ 聖徳大学幼児教育専門学校（女子） ●お問い合わせ：03-5476-8811（代）

◯ 学校説明会

◯ 個別相談会

◯ 新入試制度説明会
（希望者には個別相談も実施）

◯ 入試説明会

◯ 学校説明会

▶10月8日［月・祝］
9：30〜／ 10：00〜

（聖徳祭と同日開催）

▶10月27日［土］
13：30〜15：30

▶10月6日［土］
9：30〜11：30

▶11月11日［日］
13：30〜15：30

▶10月13日［土］
9：30〜11：30

▶10月20日［土］
9：30〜11：30

▶11月10日［土］
9：30〜11：30

▶11月17日［土］
9：30〜11：30

▶12月1日［土］
9：30〜11：30

▶11月23日［金・祝］
9：30〜11：30

▶12月8日［土］
13：30〜15：30

▶10月7日［日］9：30〜14：00
（中学校・高校）
（体育祭と同日開催）

▶12月22日［土］9：30〜13：00
（中学校・高校）

▶12月23日［日・祝］9：30〜13：00
（中学校・高校）

▶11月3日［土・祝］
9：30〜（高校）

▶10月20日［土］
9：30〜

（中学校、高校・音楽科）

▶11月17日［土］
9：30〜（高校）

▶10月21日［日］
9：30〜（高校）

▶11月25日［日］
9：30〜（中学校）

▶11月24日［土］
9：30〜（高校）

▶11月10日［土］
9：30〜（高校・音楽科）

▶12月8日［土］
9：30〜（高校・音楽科）

▶12月8日［土］
9：30〜（高校）

▶11月11日［日］
9：30〜（中学校・高校）

▶12月15日［日］
9：30〜（中学校）

聖徳大学 通信教育部 
 児童学部 児童学科
 心理・福祉学部
  心理学科　社会福祉学科
 文学部  文学科

聖徳大学短期大学部 通信教育部
  保育科

聖徳大学大学院 通信教育課程
  児童学研究科 児童学専攻 
  〔博士前期課程／博士後期課程〕

■秋学期生出願受付について

● 選 考 方 法

● 願書受付期間

（大学・短大）

出願書類の受付は、期間中は随時行っています。

7月2日（月）〜10月31日（水）  【必着】

※ 聖徳大学大学院通信教育課程秋学期生の受付は終了しました。
　 平成31年度春学期入学生の募集要項は、10月1日より配布予定です。

書類選考のうえ入学を許可します。
（入学試験はありません）

秋学期生出願締め切り迫る！ この秋からスタートするラストチャンス！ ■ 聖徳大学附属女子中学校・高等学校 ●お問い合わせ：0800-800-8442（入試広報室直通）

■ 聖徳大学附属小学校（共学） ●お問い合わせ：047-392-3111（代）

■ 聖徳大学附属取手聖徳女子中学校・高等学校 ●お問い合わせ：0297-83-8111（代）

◯ ナイトオープンキャンパス

▶10月14日［日］ 
10：00〜

▶10月18日［木］ 18：00〜 ▶12月4日［火］ 18：30〜

▶11月17日［土］ 
10：00〜

▶12月16日［日］ 
10：00〜

◯ 入試説明会 ◯ 入学相談（聖徳祭）

◯ オープンキャンパス◯ オープンキャンパス

◯ 聖徳祭併催 入学相談会

▶10月28日［日］ 10：00〜11：30 ▶10月21日［日］ 13：00〜15：00

▶11月3日［土・祝］ 
10：00〜 

（文化祭と同日開催）

■聖徳大学附属女子中学校・高等学校

■聖徳学園三田幼稚園・八王子中央幼稚園・多摩中央幼稚園

■聖徳大学附属取手聖徳女子中学校・高等学校

■聖徳大学附属小学校（共学）

■聖徳大学附属幼稚園・附属第二幼稚園・附属成田幼稚園・附属浦安幼稚園

■聖徳大学（女子）／聖徳大学短期大学部（女子）〈推薦入試〉

　〈博士前期課程〉

　〈専門職学位課程〉（教職研究科）

　〈編入学・専攻科入試〉

　〈一般入試〉

　〈留学生入試〉
※附属幼稚園の満3歳児（ぱんだ組）の募集は、後日ホームページでお知らせします。
　ホームページアドレス： https://www.seitoku.jp/kindergarten/fuzoku/

■聖徳大学大学院通学課程［共学／昼・夜開講］
〈博士後期課程〉

〈修士課程〉（看護学研究科）

入試区分 日程 願書受付期間 入試日

一般入試
社会人入試
内部推薦入試
研究生入試

B 11月5日（月）〜11月14日（水）
11月23日（金・祝）

※ただし音楽文化研究科は
11月23日（金・祝）・24日（土）

C 1月29日（火）〜2月7日（木）
2月17日（日）

※ただし音楽文化研究科は
2月16日（土）・17日（日）

入試区分 日程 願書受付期間 入試日

一般入試
社会人特別入試
内部推薦入試
研究生入試

B 11月5日（月）〜11月19日（月）
11月23日（金・祝）

※ただし音楽文化研究科は
11月23日（金・祝）・24日（土）

C 1月29日（火）〜2月12日（火）
2月17日（日）

※ただし音楽文化研究科は
2月16日（土）・17日（日）

私費留学生特別入試

B 11月5日（月）〜11月14日（水）
11月23日（金・祝）

※ただし音楽文化研究科は
11月23日（金・祝）・24日（土）

C 1月29日（火）〜2月7日（木）
2月17日（日）

※ただし音楽文化研究科は
2月16日（土）・17日（日）

入試区分 日程 願書受付期間 入試日

一般入試
社会人特別入試
現職教員特別入試
内部推薦入試

B 11月5日（月）〜11月19日（月） 11月23日（金・祝）

C 1月29日（火）〜2月12日（火） 2月17日（日）

教職特別Ａ 12月1日（土）〜12月12日（水） 12月16日（日）

教職特別B 2月18日（月）〜2月27日（水） 3月3日（日）

入試区分 日程 願書受付期間 入試日

一般入試
社会人入試
内部推薦入試

後期 1月15日（火）〜1月29日（火） 2月3日（日）

入試区分 日程 願書受付期間 入試日

一般入試
B 11月19日（月）〜12月4日（火） 12月9日（日）

内部推薦入試

一般入試
C 2月1日（金）〜2月15日（金） 2月19日（火）

内部推薦入試

一般入試 D 2月21日（木）〜3月8日（金） 3月13日（水）

入試区分 日程 願書受付期間 入試日

一般入試

A

12月21日（金）〜1月22日（火） 1月27日（日）サテライト試験場　一般入試
（看護学部、音楽学部を除く）

センター試験利用入試 12月21日（金）〜1月29日（火）
本学個別学力試験なし

ただし､看護学部の面接および
音楽学部の実技等2/3（日）

一般入試

B 2月1日（金）〜2月15日（金）

2月19日（火）

センター試験利用入試
本学個別学力試験なし

ただし､看護学部の面接および
音楽学部の実技等2/19（火）

一般入試

C 2月21日（木）〜3月11日（月）

3月13日（水）

センター試験利用入試
本学個別学力試験なし

ただし､看護学部の面接および
音楽学部の実技等3/13（水）

実技特別選抜入試
（音楽学部 演奏学科・

音楽総合学科のみ）
3月1日（金）〜3月11日（月） 3月14日（木）

入試区分 日程 願書受付期間 入試日

指定校推薦入試

10月23日（火）〜11月6日（火） 11月11日（日）
公募推薦入試 前期

同窓会・後援会推薦入試

サテライト試験場推薦入試
（看護学部、音楽学部を除く）

公募推薦入試 後期 11月19日（月）〜12月4日（火） 12月9日（日）

入試区分 日程 願書受付期間 入試日

社会人特別入試

アスリート･セカンドキャリア
支援特別奨学推薦入試

アスリート･サポート特別奨学推薦入試

帰国子女特別入試

A 10月23日（火）〜11月6日（火） 11月11日（日）

B 11月19日（月）〜12月4日（火） 12月9日（日）

C 2月21日（木）〜3月8日（金） 3月13日（水）

入試区分 日程 願書受付期間 入試日

ＡＯ入試
指定校推薦入試
公募推薦入試
保育所・幼稚園園長推薦入試
同窓会推薦入試
大学生・短大生（含専修学校）

特別入試
ダブルスクール特別入試
社会人特別入試

前期

A 9月25日（火）〜10月5日（金） 10月6日（土）

B 10月9日（火）〜10月19日（金） 10月21日（日）

C 10月29日（月）〜11月9日（金） 11月11日（日）

D 11月12日（月）〜11月24日（土） 11月25日（日）

E 11月26日（月）〜12月14日（金） 12月15日（土）

一般入試 前期

A 10月29日（月）〜11月9日（金） 11月11日（日）

B 11月12日（月）〜11月24日（土） 11月25日（日）

C 11月26日（月）〜12月14日（金） 12月15日（土）

ＡＯ入試
指定校推薦入試
公募推薦入試
保育所・幼稚園園長推薦入試
同窓会推薦入試
大学生・短大生（含専修学校）

特別入試
ダブルスクール特別入試
社会人特別入試
一般入試

後期

A 1月7日（月）〜1月18日（金） 1月20日（日）

B 1月28日（月）〜2月15日（金） 2月16日（土）

C 2月25日（月）〜3月15日（金） 3月16日（土）

一般入試 後期

A 1月7日（月）〜1月18日（金） 1月20日（日）

B 1月28日（月）〜2月15日（金） 2月16日（土）

C 2月25日（月）〜3月15日（金） 3月16日（土）

対象 入試区分 願書受付期間 入試日

中
学

第一志望入試
AO入試

郵送 11月5日（月）〜11月22日（木）
11月25日（日）

窓口 11月5日（月）〜11月22日（木）

第1回一般入試
英語入試

郵送 11月5日（月）〜12月14日（金） 12月16日（日）
（午前）窓口 11月5日（月）〜試験日当日（8：00まで）

適性検査型入試
郵送 11月5日（月）〜12月14日（金） 12月16日（日）

（午後）窓口 11月5日（月）〜試験日当日（8：00まで）

第2回一般入試
第１回学力特待生

選抜入試

郵送 11月5日（月）〜12月26日（水）
1月5日（土）

窓口 11月5日（月）〜試験日当日（8：00まで）

第3回一般入試
第2回学力特待生

選抜入試

郵送 11月5日（月）〜1月11日（金）
1月13日（日）

窓口 11月5日（月）〜試験日当日（8：00まで）

第4回一般入試
郵送 11月5日（月）〜1月26日（土）

1月29日（火）
窓口 11月5日（月）〜試験日当日（8：00まで）

高
校

推薦入試
探究型推薦入試
駅伝部推薦入試
吹奏楽部推薦入試

12月12日（水）〜12月13日（木）
（茨城県以外は郵送出願）〜12月26日（水） 1月9日（水）

一般入試
兼　学力特待選考・
特別進学コース選考

12月12日（水）・12月13日（木）・1月11日（金）
（茨城県以外は郵送出願）〜1月11日（金） 1月18日（金）

併願推薦入試
兼　学力特待選考 郵送 12月12日（水）〜1月11日（金）

対象 入試区分 願書受付期間 入試日

中
　
学

第一志望入試 Web 11月1日（木）〜11月30日（金） 12月1日（土）

第1回入試
Web 12月3日（月）〜1月19日（土）

1月20日（日）
窓口 入試日当日のみ

第2回入試
Web 12月3日（月）〜1月21日（月）

1月22日（火）
窓口 入試日当日のみ

特待生選考入試
Web 12月3日（月）〜1月23日（水）

1月24日（木）
窓口 入試日当日のみ

第3回入試
Web 12月3日（月）〜2月3日（日）

2月4日（月）
窓口 入試日当日のみ

（
普
通
科
・
音
楽
科
）

高
　
校

推薦入試 Web 12月17日（月）〜1月12日（土）
1月17日（木）

または
1月18日（金）

自己推薦入試 窓口 1月9日（水）〜1月12日（土）
1月17日（木）・

18日（金）
両日受験可

特待S探究入試
Web 12月17日（月）〜1月23日（水）

1月24日（木）
窓口 1月9日（水）〜1月23日（水）

一般入試
Web 12月17日（月）〜2月4日（月）

2月5日（火）
窓口 1月9日（水）〜2月4日（月）

　〈社会人入試・アスリート入試・帰国子女入試〉

※看護学部は、社会人特別入試A日程、B日程のみ実施する。

入試区分 日程 願書受付期間 入試日

私費留学生特別入試
私費留学生特別奨学生入試

A 10月23日（火）〜10月30日（火） 11月11日（日）

B 11月19日（月）〜11月27日（火） 12月9日（日）

C 2月21日（木）〜3月1日（金） 3月13日（水）
★詳細は、各校・各園の募集要項でご確認ください。

入試区分 願書受付期間 入試日

内部進学入試 9月22日（土）〜9月30日（日） 10月3日（水）

専願入試・Ⅰ期入試 9月4日（火）〜10月11日（木） 10月14日（日）

Ⅱ期入試 10月30日（火）〜11月14日（水） 11月17日（土）

Ⅲ期入試 11月20日（火）〜12月5日（水） 12月8日（土）

31年度4月編入 12月11日（火）〜1月9日（水） 1月12日（土）

園名 選考 願書受付 選考日

附属幼稚園

入園面接
11月1日（木） 11月1日（木）第二幼稚園

成田幼稚園

浦安幼稚園 10月31日（水） 10月31日（水）

園名 選考 願書受付 選考日

三田幼

入園面接

10月24日（水） 10月29日（月）・30日（火）

八王子幼
11月1日（木） 11月1日（木）

多摩幼


